
122016

No.993

平成28年

号
月

『ことりっぷ上尾』発行記念イベント
さな冊子に大きな魅力小さな冊子に大きな魅力小さな冊子に大きな魅力小さな冊子に大きな魅力小さな冊子に大きな魅力

キラリ☆あげおＰＲ大使　長尾春花さん スティールパンバンド（バッカナル グルービーズ）

上尾高校吹奏楽部

上尾児童合唱団



2

　　　　

目 次

市の人口・世帯
（平成28年11月1日現在）

22万8,081人

9万8,196世帯

男／11万3,380人
女／11万4,701人
※前月より27人減

　『ことりっぷ』は、㈱昭文社発行の
旅行ガイドブックです。『ことりっ
ぷ上尾』は市の名所などを紹介し、
その魅力を広くＰＲするため、同社・
ＮＰＯ法人Ａ

ア ゲ ッ ト

ＧＥＴＴＯ・市の三者
で作製した小冊子で、市内外の公共
施設などで無料配布しています。
　11月5日には、その発行を記念し
てＪＲ上尾駅でイベントを開催。当
日は、同冊子の配布の他、長尾春花
さん(キラリ☆あげおＰＲ大使)によ
るバイオリン演奏や、市観光推奨品
の販売などが行われました。

◆市役所本庁舎1階・2階（市民税課、納税課、障害福祉課、高齢介護課に限る）・5階（子ども支援課、保育課に限る）の窓口と、
尾山台出張所、上尾駅出張所は、土曜日も業務を行っています。　※12月29日㈭～1月3日㈫は休業します。

今月のイチ面
広報あげお12月号 №993

市政ニュース 

図書館へようこそ

1月の相談

H
ハ イ ラ イ ツ
ighlights 外国語情報コーナー

市民のひろば

シティ情報

保健センター通信 一歩ふみ出す健康づくり 

みんなあつまれ いっしょにあそぼ！

上尾歴史散歩

あげたて！ＮＥＷＳ

あなたの出番 まだまだ現役

平成28〜29年 年末年始の市の業務と休館日／臨時福祉給付金、障害・遺族基礎年
金受給者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金の申請／消防団永年勤続と消防
功労者／財政事情を公表します／市民コメント制度に基づく意見募集　他

まちかど特派員だより「あげお語り部の会」／アッピーネット／スポットライト〔栄北
高等学校エア・ライフル部〕／読者の声／わたしたちの学校〔平方小学校〕／未来へす
くすく！わが家のアイドル／小学校給食レシピ〔りんごとさつまいもの重ね煮〕

子育て世代向けガイドブックを作成／育児・介護休業法、男女雇用機会均等法が改
正／上尾市民駅伝競走大会／アッピースマイル教員（中学校臨時教員）／大人の塗り
絵体験講座／あげオペラガラコンサート〜市民の歌声とともに〜　他

こうのとり相談（妊活・不妊相談）　他 ／母子・成人・精神保健事業スケジュール／
平日夜間・休日診療／今月の健康

アッピーランド／こどもの城／ももっこルーム／子育て拠点／イベントカレンダー

神社の動向　〜明治後期の神社合祀〜

コミ協フェスタin大谷2016／こどもの城10周年記念・来館者数200万人達成記念式典
／｢上尾市・日本薬科大学の相互連携に関する協定｣を締結／わくわくランド15周年記
念イベント松田丈志さんの水泳教室
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はがきかメールにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
『広報あげお』の感想を記入して、12月20日㈫まで（必着）に
広報広聴課「クイズ アッピーを探そう!」係へ。

賞品の発送をもって発表に代えさせていただきます。
正解は1月号のこのコーナーに掲載します。
前号の答えは「4」でした。

応
募
方
法

発
表

今月の表紙 



支援センターではこんなことをしています

2016. 12 No. 9933

市民活動支援センター　 778−1810・ 778−1820

あなたの出番
まだまだ現役

　市民活動支援センターは、平成22年5月にJR上尾駅東口のプラザ館3階に開設しまし
た。開設から6年目を迎え、185団体（10月末日現在）が登録し活動しています。多くの市
民がそれぞれの活動に参加できるよう、市民活動支援センターでは支援を行っています。

　市民活動は、自分たちで仲間(グループ)をつくり、地域の課題解決やより
良いまちづくりのために、福祉、健康、子ども・男女共同・子育て・高齢者
支援、防災、防犯、まちづくり、自然・環境保護、文化、芸術、国際交流・平
和活動など、いろいろな分野で社会貢献をしようとする活動をいいます。

≪活動団体への支援≫
　｢あげお市民塾｣は、活動団体の発表の場として、テーマ
や講座を決め年9回開催しています。今年度から活動団体
「地域活動推進の会｣が企画・運営を行い、市と協働で開催
しています。この他、活動団体の育成や団体のレベルアッ
プのための｢公開講座｣や“市民活動に参加し社会貢献活動
をしよう”と考えている人に
ぜひ薦めたいのが｢地域デ
ビュー支援事業｣です。
　今回で4回目となる地域デ
ビュー支援事業、第1部は残
間里江子さんの講演会です。
詳しくは下記をご覧くださ
い。

上尾駅西口

上尾駅東口

大
宮
↓

↑
桶
川

JR 上尾駅 市民活動支援センター

平成28年度地域デビュー支援事業

≪会議室や事務機器の貸し出し≫
　市民活動では、何といっても、チラシやお知らせ、活動
報告書などが大切です。自分たちの活動を知ってもらうた
めのＰＲや仲間を募ること、そして仲間との議論は、とて
も重要な団体活動の一つです。
●会議室（定員33人）の利用（無料）。　※団体登録後、予約
してください。
●オープンスペース(交流サ
ロン)の利用
●パソコン・コピー機・印刷
機・紙折器などの利用
●団体のＰＲとして掲示板・
チラシラックやメールボッ
クスの利用 会議室を利用して議論公開講座での講演

東武バンケットホール上尾(ＪＲ上尾駅東口アリコベールサロン館4階)　 市内に在住・在勤で
これから市民活動をしたい人　 120人(応募者多数の場合は抽選)　 住所、氏名、年齢、電話番
号を12月25日㈰までに、直接または電話、ファクス、メール（ s53500@city.ageo.lg.jp）で市民
活動支援センターへ　※駐車場がありませんので、公共交通機関を利用してください。

第1部
「セカンドライフを楽しもう」～わくわくする一歩を踏み出そう～
【講師】残間里江子さん
　団塊の世代やこれから定年を迎えるシニア世代の皆さんが、地域活動を始めるきっかけづく
りのための支援事業です。長年培った知識や技術を生かしてみませんか！プロデューサーの残
間里江子さんが、元気な団塊の世代・子育てが一段落した人に人生を明るく楽しむ方法を教え
ます。

第2部
市民活動団体の紹介

【プロフィル】ざんま・りえこ
　1950年宮城県仙台市生まれ。
アナウンサー、編集者を経て、
1980年に企画制作会社「㈱キャ
ンディッド・コミュニケーションズ」
を設立。出版、映像、文化イベン
トなどを多数企画・開催する。
2007年にユニバーサル技能五輪
国際大会の総合プロデューサー
を務め成功に導いた。2009年に
は、既存の「シニア」のイメージを
払拭した新しい「日本の大人像」
の創造を目指し、会員制ネット
ワーク「クラブ・ウィルビー」を主
宰。

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

【開館時間】
9～21時(㈰は17時ま

で）
※会議室は12～13時ま

でを除きま

す。
※センター職員の対

応は19時（㈰

は17時）までです。

【休館日】
毎週㈪、㈯㈰を除く㈷

、

年末年始市民活動って何？

入場無料

平成29年1月28日㈯13時30分～16時30分（開場／13時)
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■
市
役
所
、各
支
所
・
出
張
所

市
役
所　

7
7
5−

5
1
１
1

　

7
７
5−

9
8
1
9　

　
市
役
所
と
平
方
・
原
市
・
大
石
・
上
平
・

大
谷
の
各
支
所
、尾
山
台
・
上
尾
駅
の
各
出

張
所
は
12
月
29
日
㈭
～
１
月
３
日
㈫
は
休

み
で
す
。

●
婚
姻
・
離
婚
・
出
生
・
死
亡
届
な
ど

　
右
記
の
期
間
中
は
、
市
役
所
北
口
玄
関

の「
休
日
夜
間
受
付
」で
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
受
け
付
け
た
届
け
な
ど
の

確
認
作
業
は
１
月
４
日
㈬
か
ら
行
い
ま
す
。

■
上
・
下
水
道

市
管
工
事
業
協
同
組
合
漏
水
対
策
室

　

0
1
2
0−

7
1
1−
9
3
0　

7
７
1−
７
8
７
8

　
12
月
29
日
㈭
～
１
月
３
日
㈫
の
期
間
中

に
、
水
道
の
漏
水
や
公
共
下
水
道
が
詰
ま

っ
た
場
合
な
ど
の
修
理
は
、
市
管
工
事
業

協
同
組
合
漏
水
対
策
室
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
直
接
搬
入

西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー　

7
8
1−

9
1
4
1

　

7
8
1−

9
1
6
6　

●
年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、収
集
日

の
８
時
ま
で
に
ご
み
集
積
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。　
※
ご
み
の
量
や
交
通
事
情
の
た

め
、
収
集
時
間
が
変
動
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。収集区域 年末最終

特別収集日
年始開始日
1／4㈬ 1／5㈭ 1／6㈮

A地区
12／29㈭
可燃物

紙類・布類
可燃物

ペットボトル

B地区 金属・陶器 ―

C地区
12／30㈮
可燃物

飲料缶
スプレー缶 ガラス

可燃物
D地区 ガラス ―

※詳しくは『上尾市ごみ収集カレンダー』を確認してください。

【年末年始のごみ収集】       ※１/4㈬から通常通りの収集となります。

●
年
末
年
始
の
ご
み
の
直
接
搬
入

　
直
接
搬
入
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
搬

入
の
際
は
、係
員
の
指
示
・
誘
導
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
市
内
で
発
生
し
た
ご
み
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。　

※
順
番
を
待
つ
車
両
で
２
時
間
以
上
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
【
最
終
搬
入
日
】12

月
23
日
㈷
８
時
45
分
～
11
時
30
分　
【
年

始
開
始
日
】１
月
９
日
㈷
８
時
45
分
～
11
時

30
分　
※
12
月
24
日
㈯
～
１
月
８
日
㈰
は
、

ご
み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。　
【
搬

入
時
間
】㈪
～
㈮
８
時
45
分
～
11
時
30
分
、

13
時
～
16
時
15
分　
【
処
理
手
数
料
】家
庭

ご
み
／
10
㌔
㌘
に
つ
き
80
円
、
事
業
ご
み

／
10
㌔
㌘
に
つ
き
230
円

●
ご
み
の
搬
入
は
事
前
に
分
別
を

　
ご
み
の
種
類
ご
と
に
袋
に
入
れ
る
な
ど
、

事
前
に
分
別
し
て
か
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
大
量
の
ご
み
の
処
分
に
つ
い
て
、ご
自
身

で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

業
者
ご
と
に
料
金
が
異
な
り
ま
す
の
で
、直

接
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、産
業
廃
棄
物
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

■
し
尿
く
み
取
り

生
活
環
境
課　

7
7
5−

6
9
4
0

　

7
７
5−

9
8
7
2　

　
12
月
29
日
㈭
～
１
月
３
日
㈫
は
、
し
尿

の
く
み
取
り
は
休
み
で
す
。年
末
の
問
い
合

わ
せ
は
、
12
月
28
日
㈬
ま
で
に
生
活
環
境

課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

平成28～29年

年
末
年
始
の
市
の

業
務
と
休
館
日

施設名 年末年始の休館日
コミュニティセンター

12月28日㈬〜1月4日㈬

イコス上尾
（文化センター臨時事務室を含む）
図書館・各分館
自然学習館
各公民館
ことぶき荘
消費生活センター

12月29日㈭〜1月3日㈫　瓦葺ふれあい広場
児童館アッピーランド
児童館こどもの城

健康プラザわくわくランド
12月31日㈯〜1月2日㈪
※12月29日㈭・30日㈮、
1月3日㈫・5日㈭は17時
に閉館します。

市民体育館

12月31日㈯〜1月2日㈪

上平公園テニスコート
平塚公園テニスコート
平塚サッカー場
平方スポーツ広場
平方野球場

上尾伊奈斎場つつじ苑

12月31日㈯〜1月3日㈫
※12月30日㈮は告別式
だけ、1月4日㈬は上尾
市・伊奈町に在住の人を
優先します。

【主な施設の年末年始の休館日】
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

「
上
尾
都
市
計
画
特
別
緑
地
保
全
地

区
」の
決
定
に
係
る
原
案
の
縦
覧

み
ど
り
公
園
課　

7
7
5−

8
1
2
9

　

7
７
5−

9
9
0
6　

　
「
原
市
特
別
緑
地
保
全
地
区
」を
新
た
に

都
市
計
画
決
定
す
る
に
当
た
り
、
原
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。　
【
縦
覧
・
意
見
書

の
提
出
期
間
】12
月
14
日
㈬
～
28
日
㈬
８

時
30
分
～
17
時
15
分（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）　

【
縦
覧
設
置
場
所
】み
ど
り
公
園
課　
【
意

見
書
の
提
出
】意
見
書（
み
ど
り
公
園
課
に

あ
る
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、直
接
ま

た
は
郵
送（
28
日
消
印
有
効
）で
み
ど
り
公

園
課（
〒
362－

8
５
0
１
本
町
3 －

1 －

1
）へ　

※
意
見
書
を
提
出
で
き
る
人
は
、
上
尾
市

民
ま
た
は
利
害
関
係
人
で
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
、
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
受
給
者
向
け
の
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

福
祉
総
務
課　

7
7
5−
5
1
1
8

　

7
７
5−

9
8
4
6　

①
臨
時
福
祉
給
付
金　

平
成
28
年
１
月

１
日
時
点
で
、
上
尾
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
の
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人　
※
平
成

28
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

の
扶
養
親
族
な
ど（
控
除
対
象
配
偶
者
、配

偶
者
特
別
控
除
に
お
け
る
配
偶
者
、
扶
養

親
族
、
青
色
事
業
専
従
者
、
事
業
専
従
者
）

や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。　
【
支
給
額
】支
給
対

象
者
１
人
に
つ
き
３
千
円

②
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
の

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金　

①
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者

の
う
ち
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
な
ど
の
年
金
の
受
給
者　
※
高
齢
者
向

け
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

の
支
給
を
受
け
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。　
【
支
給
額
】支
給
対
象
者
１
人
に
つ

き
３
万
円

●
①
②
共
通【
申
請
方
法
】郵
送
済
み
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
人
確

認
書
類（
対
象
者
全
員
分
）、
口
座
振
込
の

た
め
の
預（
貯
）金
通
帳
の
写
し
、
年
金
振

込
通
知
書
な
ど
の
写
し（
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
を
申
請
す
る
人
だ

け
）を
添
え
て
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
12

月
28
日
㈬
ま
で（
必
着
）に
福
祉
総
務
課
へ　

市
臨
時
福
祉
給
付
金
問
い
合
わ
せ
専
用

電
話

775－

５
１
８
２（
12
月
28
日
ま
で
の

㈯
㈰
㈷
を
除
く
）

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
・

重
度
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

障
害
福
祉
課　

7
7
5−

5
1
2
3

　

7
７
6−

8
8
7
2

①
特
別
障
害
者
手
当　

障
害
基
礎
年
金

１
級
程
度
の
障
害
が
重
複
す
る
な
ど
、
身

体
や
精
神
の
著
し
く
重
度
の
障
害
に
よ

り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が
必

要
な
状
態
と
認
め
ら
れ
る
20
歳
以
上
の
人

（
施
設
入
所
中
や
３
カ
月
を
超
え
て
入
院

し
て
い
る
人
を
除
く
）　
【
支
給
額
】月
額

２
万
６
、８
３
０
円(

所
得
制
限
あ
り)

②
障
害
児
福
祉
手
当　

20
歳
未
満
で
次

の
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人（
施

設
入
所
中
や
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
を
除
く
）⑴
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
の
一
部
ま
た
は
２
級
の
一

部
⑵
療
育
手
帳
Ⓐ
⑶
精
神
障
害
、
血
液
疾

患
で
⑴
⑵
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る　
【
支

給
額
】月
額
１
万
４
、６
０
０
円（
所
得
制
限

あ
り
）

③
重
度
心
身
障
害
者
福
祉
手
当　

市
内

に
住
所
が
あ
り
、
次
の
⑴
～
⑸
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
⑴
身
体
障

害
者
手
帳
１・２
級
⑵
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
⑶

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
⑷
療
育

手
帳
Ｂ
⑸
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級　
【
支
給
額
】⑴
～
⑶
月
額
５
千
円
、⑷
・

⑸
月
額
２
、５
０
０
円　
※
特
別
障
害
者
手

当
、障
害
児
福
祉
手
当
を
受
給
中
の
人
、65

歳
以
上
で
新
規
に
障
害
者
手
帳
を
取
得
し

た
人
を
除
く（
障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者

の
う
ち
、
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
ま
た
は
２
級
と
合
わ
せ
て
療
育
手
帳

Ⓐ
ま
た
は
Ａ
を
お
持
ち
の
人
は
対
象
に
な

り
ま
す
）。　
※
受
給
者
本
人
に
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
施
設
に

入
所
し
て
い
る
と
き
は
支
給
停
止
に
な
り

ま
す
。

【
①
〜
③
共
通
】手
続
き
方
法
は
障
害
福
祉

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　
※
現

在
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
、
手
続
き
は
不

要
で
す
。

　
平
成
29
・
30
年
度
上
尾
市
少
額
等

随
意
契
約
希
望
者
登
録
の
受
け
付
け

契
約
検
査
課　

7
7
5−

5
1
1
6

　

7
７
5−

9
8
1
9　

　
市
が
発
注
す
る
工
事
請
負
、物
品
購
入
、

業
務
委
託
契
約
の
う
ち
、「
少
額
で
内
容
が

軽
易
な
契
約
」を
希
望
す
る
事
業
者
な
ど
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。　

平
成
29

年
１
月
４
日
㈬
～
２
月
15
日
㈬　

申
請

書
類（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド)

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、関
係
書
類

を
郵
送
で
契
約
検
査
課（
〒
362－

8
５
0
１

本
町
3 －

1 －

1
）へ　
※
２
月
15
日
の
消
印

有
効
、
郵
送
以
外
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。　

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

「
平
成
29
・
30
年
度
上
尾
市
少
額
等
随
意
契

約
希
望
者
の
登
録
申
請
の
手
引
き
」を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
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市長賞受賞作品の紹介
生涯学習課　 775−9496・ 776−2250

日
本
画
の
部

洋
画
の
部

書
の
部

写真の部

『
昼
下
り
』

金き
ん

城じ
ょ
う

　
裕ゆ

う

子こ

さ
ん

『
静せ

い
ぶ
つ物

』

平ひ
ら
さ
わ澤

　
敬け

い

子こ

さ
さ
ん

『
高こ

う
て
き適

詩し

』

風か
ぜ

無な
し

　
亜あ

き

こ

希
子
さ
ん

『迎え盆』
岡
お か

地
ち

　英
ひ で

男
お

さん

上尾市美術展覧会
　10月18日～23日に｢第48回上尾市美術展覧会(市展)」がコミュニ
ティセンターと市民ギャラリーで開催され、6部門461点の力作が
出品されました。このうち市長賞を受賞した5点を紹介します。

消防団永年勤続と消防功労者 消防総務課
775−1500・ 775−2230

■消防団勤続20年で4家族が受章
　10月27日、第68回埼玉県消防協会定例表彰式が行われ、
永年勤続20年消防団員家族顕彰は本市から4家族が受章
しました（敬称略、氏名の後の数字は第1～8分団を表す）。　
家族顕彰／石川勝・純子②、為

ため

我
が い

井正明・喜代美③、小林
道生・美砂③、阿久沢真樹・美樹⑦
■消防功労者59人が受章
　10月23日、埼玉県消防協会の表彰式が行われ、市内で消
防活動に功労のあった59人（団体含む）が表彰されました
（敬称略、氏名の後の数字は第1～8分団を表す）。
●県消防協会表彰
一等功労章／新道英樹③、大竹直樹⑦、大竹英雄⑦　二
等功労章／田中誠②、赤熊修③、川田貴之④、深山純⑤、
渡辺勇一郎⑥、堀越琢磨⑥、榎本剛士⑥、立花昌芳⑦、早

田康之⑧　三等功労章／城座和隆①、野本孝一②、矢上
光男②、和田康弘⑥　機関技能章／田村邦宏②、水村拓
司③、野村聡⑤、岩田真一⑥　勤続章／岡野順好①、渡辺
広一③、黒須実④、羽石靖⑤　防災団体表彰／アリオ上
尾自衛消防隊
●県消防協会上尾支部表彰
特別功労章／小林誠市④、佐藤敏幸⑦　一等功労章／寺
坂浩二①、小川寿

ひさ

誉
たか

①、片柳淳①、小田川真②、原淳志②、
幸
こうかた

形温③、籠宮一徳④、田中輝夫⑦、三ツ木洋平⑦　二等
功労章／田村邦宏②、内藤太一④、野村聡⑤、藤波真輔
⑥、櫻井学⑧、三等功労章／水村拓司③、清藤博幹③、松
木タカシ⑦、福田安孝⑧　精勤章／原淳志②、幸

こうかた

形温③、
岩田真一⑥、松木タカシ⑦、福田安孝⑧　勤続章／岡田
和久②、勝野功②、村松義和④、湯本訓

くに

啓
ひろ

⑤、鈴木晃一⑤

工
芸
の
部

『
緑み

ど
り

釉ゆ
う

牡ぼ

丹た
ん

紋も
ん
さ
ら皿
』

江え

口ぐ
ち

　
久ひ

さ

嘉よ
し

さ
ん
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市政ニュース

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

2016. 12 No. 993

　

　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。　
　寒さも増し、おでんや鍋料理がおいしく感じられる季
節となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。
　さて、ことしを振り返りますと、女性の活躍が印象に
残った1年でした。オリンピック女子個人種目4連覇の
世界的偉業により、国民栄誉賞を受賞された伊

い

調
ちょう

馨
かおり

選
手をはじめとする女性選手の皆さん。2年前に流行語と
なった｢カープ女子｣は、ことしのプロ野球で広島東洋
カープがリーグ優勝をしたことで再度注目を浴びまし
た。また、日本や世界の政界でも女性の活躍が光った
年でした。法律面でも、ことし4月からは、｢女性活躍推
進法｣により事業主の行動計画策定などが義務付けら
れ、女性の職業選択に有益な情報の公表などが推進さ
れました。
　上尾市においては、ことし市内の二つの児童館｢アッ
ピーランド｣｢こどもの城｣ともに、累計来館者が200万人

を超えました。また、教育の分野でいえば、学校の普通
教室全てにエアコンや、電子黒板、デジタル教科書が配
備され、学校図書館や教室支援のためにアッピースマイ
ルサポーターを配置しているという充実した環境の上尾
市は、全国でもトップクラスといえます。
　ことし2月に3期目となる上尾市長に就任し、マニフェ
ストに掲げた｢子育て世代の応援｣や｢子どもの教育の強
化」といった8つの柱に沿って、女性はもちろん、市民一
人一人が輝くまちづくりを積極的に推進してきました。あ
らためて上尾市の未来を見つめ直し、｢もっと、もっと、住
みよい上尾へ｣に向けて、登庁初日からマニフェストの実
現への道筋づくりに着手し、今年度中にはマニフェスト
60項目の過半となる31項目の事業が実現されます。市民
の皆さんにも徐々に成果を実感していただけることと思
います。｢住んでよかった」と実感できるまち｢あげお｣を市
民の皆さまと共に創ってまいりますので、引き続き、ご理
解とご協力をお願い申し上げます。
　師走に入り残すところ1カ月となりました。来年は酉
年ですが、酉は一説では｢果実が成熟の極限に達した
状態」を表すといわれています。干

え と

支にあやかり、市民
の皆さんが実り多き1年となりますことを心から祈念
申し上げます。皆さんどうかお体を大切に、良い年を
お迎えください。

一人一人が輝くまちへ

第27回危険業務従事者叙勲

浅沼　　護（警察功労）
押切　勝

かつとし

利（警察功労）
早田　壽

よしひろ

博（警察功労）

岡田　武夫（消防功労）
原田　正雄（防衛功労）
矢部　　昭（警察功労）

池田　強士（警察功労）
木内　千昭（警察功労）
藤永　幸彦（警察功労）

髙山　德
とく

次
じ

（消防功労）
本田　哲司（消防功労）
横山　徹夫（警察功労）

おめでとうございます
　平成28年秋の叙勲・褒章、第27回危険業務従事者
叙勲の市内の受章者を紹介します（敬称略）。
平成28年秋の叙勲
	 蓮見　　孝（地方自治功労）
	 桐生　貞雄（教育功労）
	 櫻井　英男（鉄道業務功労）
平成28年秋の褒章
	 紀伊　美枝子（調停委員功績）

旭日双光章

瑞宝単光章

藍綬褒章

瑞宝双光章

瑞宝単光章

瑞宝小綬章

平成29年4月採用予定
　　市職員を募集

【第一次試験日】平成29年1月29日㈰	　※試験時間
と会場は､ 申込時にお知らせします。なお第二次試
験は、第一次試験合格者を対象に実施します。　【試
験内容】公務員として必要な知識について、活字印
刷文による教養試験・作文試験・専門試験(保健師)
と性格適性検査　【受験資格】採用職種により条件
が異なりますので、市ホームページまたは受験案内
をご覧ください　【申し込み方法】申込書に証明書用
写真(縦4×横3㌢)2枚を貼り付けて、12月19日㈪～
21日㈬の9～16時に申し込む　※申込書(受験案内)
は職員課、各支所・出張所、図書館本館にあります
(市ホームページからダウンロードも可)。　※申込
受付場所など詳しくは、市ホームページまたは受験
案内をご覧ください。

【職種と採用予定人数】
職員課　 775−5112・ 775−9819

秘書政策課　 775−3849・ 775−9861

職　種 人数
一般事務(身体障害者) 若干名

保健師 若干名
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財政事情を公表します
財政課　 775−4247・ 776−8873

　毎年6月と12月に財政事情を公表しています。これは市民の皆さんが納めた貴重な税金や国・県からの支出金などが
どのように使われているかをお知らせし、市政について理解を深めていただくためのものです。今回は、平成27年度決
算と平成28年度上半期の収支状況をお知らせします。

　歳入の決算額は629億8,012万円となり、前年度に比べて33億9,579万円の増加(5.7㌫増）、歳出の決算額は597億
8,884万円で、前年度に比べて26億3,781万円増加(4.6㌫増)しました。
　それぞれの内訳は図１のとおりで、平成27年度の主な事業は下記のとおりです。また、支出額の市民1人当たり
の換算額は26万2,000円になります(9ページ表参照)。

総務費
・地区集会所に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を配備
・文化センター耐震化に向けた設計を実施
・市内循環バス“ぐるっとくん”を再編
民生費
・原市保育所複合施設建設
の本格化
・子ども・子育て支援新制
度に伴い補助金を大幅拡充
・大石北小学童保育所を新
築
衛生費
・骨粗しょう症検診の対象者を拡大
・スズメバチ駆除に対する補助を新設
商工費
・プレミアム付アッピースマイル商品券を発行
・農商工観ポータルサイト運営を強化

土木費
・(仮)戸崎東部公園開設に向
けた設計を実施
・中新井小泉線外2路線で自
転車専用レーン整備工事を実
施
教育費
・上尾中学校校舎改築工事が完了(全小・中学校の耐震
化完了)
・小学校6校で特別支援学級を整備(全校の整備完了)
・教科書改訂に合
わせデジタル教科
書をリニューアル
・新図書館複合施
設開設に向けた基
本設計を実施

平成27年度決算
１．一般会計

平成27年度の主な事業

歳 出
597億8,884万円

歳 入
629億8,012万円

民生費
270億3,970万円

45％

市税
301億3,021万円

48％

国庫支出金
94億6,392万円

15％

市債
59億5,170万円

9％

県支出金
38億9,249万円

6％

地方交付税
30億5,748万円

5％

その他
104億8,432万円

17％

総務・議会費
69億9,423万円

12％

公債費
64億5,583万円

11％

教育費
61億2,414万円

10％

土木費
49億3,555万円

8％

衛生費
47億9,464万円

8％

消防費
25億7,161万円

4％

商工農業費
8億7,314万円

2％

【図1】平成27年度一般会計決算の状況

 44億6,824万円

  1億9,629万円

 38億5,510万円

 15億6,476万円

自転車専用レーン

新図書館複合施設

原市保育所複合施設
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
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　市役所と一般家庭では単純に比較できませんが、月30万円の収入がある家計に例えると、収支の内訳は図2のよう
になります。　※『日本の統計2016』（総務省統計局刊行）に基づく労働者の平均給与を参考。

　特別会計は、特定の事業を実施する場合、一般会計と区分して事業ごとの収支を明確にするための会計です。公営
企業会計は、地方公営企業法の適用を受け、利用者の料金などにより公共の利益を目的に経営する事業の会計です。
上尾市では水道事業が該当します。

給水戸数/9万5,043戸　給水人口/22万7,490人（普及率：99.8%）
※収益的収支とは、水道水を各家庭に供給するなど、営業面の収支です。
※資本的収支とは、配水管の布設や施設の建設・改良事業面の収支です。

２．特別会計・公営企業会計

平成27年度の市の決算を家計に例えると…

食費 (人件費)
5万3,000円

医療費・保育料(扶助費)
7万6,000円

給与 （市税・交付税など）
18万円

諸手当 （国庫支出金など）
6万4,000円

パート代 （分担金、負担金など） 
1万3,000円

銀行からの借入 （市債） 
2万8,000円

貯金の取り崩し （繰入金）  
3,000円

前月からの繰越 （繰越金） 
1万2,000円

光熱水費・通信費 (物件費)
4万6,000円

家電などの買い替え
 (普通建設事業費)

3万2,000円

ローン返済 (公債費)
3万1,000円

子どもへの仕送り 
 (繰出金)

2万4,000円

その他雑費 
 (補助費など)
2万3,000円

【図2】

【表】市民１人当たりの支出額の換算額(平成28年4月１日現在の人口22万7,912人で計算)

支　出
28万5,000円

民生費 公債費
子育て支援、高齢者や
障害のある人へのサー
ビスの提供など

公共施設整備などの
ために借り入れた市債
の返済

議会運営や選挙、戸籍、
徴税、庁舎管理など

学校、図書館、公民館
などの管理運営、文
化・スポーツ
の振興

11万8,000円 2万8,000円3万1,000円 2万7,000円

議会・総務費 教育費

銀

行

消防費
消防・救急活動や災害
対策など

農業や商工業の振興

1万1,000円 4,000円

農林水産業・商工費土木費
道路、河川、公園の整
備・管理などのまちづ
くり

2万2,000円

ごみ、し尿の処理、環
境対策、健康推進など

2万1,000円

衛生費

1人当たりの
支出額

26万2,000円

支出

支出

【特別会計と公営企業会計の決算額】

国民健康保険
281億4,663万円

132億8,158万円

49億3,188万円

 44億6,824万円
収益的収支

資本的収支
  1億9,629万円

22億5,184万円

271億9,369万円

128億5,305万円

47億4,726万円

 38億5,510万円

 15億6,476万円

22億4,833万円

介護保険

公共下水道事業

水道
事業
(企業会計)

後期高齢者医療

収　入
30万円
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３．市債の状況 ４．市有財産の状況

５．財政健全化指標

支出

支出

支出

支出

支出

支出

支出

実質公債費比率
の推移

将来負担比率
の推移

　｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣では、市町村の財政破たん(会社でいう倒産)を未然に防ぐため、財政
の健全度を示す｢健全化判断比率｣と公営企業の経営状況の健全化を示す｢資金不足比率｣を算定し、公表することを
義務付けています。
　平成27年度の上尾市の指標は全て健全の基準内にあります。
※上尾市は全会計とも赤字決算ではないため、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「資金不足比率」は算定されません。

　市が保有する主な財産は以下のとおりです。

※行政財産とは、庁舎、消防施設など市が直接使用する財
産や学校、公民館、公園など、市民が共同利用する施設を
いいます。
※普通財産とは、貸し付けなどができる特定の使用目的を
持たない財産をいいます。

土地174万6,590㎡
建物  38万8,516㎡

普通財産（建物）
8,293㎡

行政財産（土地)
1,637,559㎡

普通財産（土地)
109,031㎡

行政財産（建物)
380,223㎡

173億7,576万円
54億5,388万円

59億3,474万円

175億5,960万円

601億6,818万円

602億6,047万円平成27年度末
830億9,011万円

平成26年度末
836億6,252万円

健全化判断比率

実質公債費比率
借金などの財政負担がどれくらいか

将来負担比率
将来的な財政負担がどれくらいか

上尾市

4.0％

29.4％

財政は健全です！
この状態を続けましょう

上尾市0％

23 23 24 25 26

34.9
29.4

72.7

57.2
46.4

27（年度）
3.0

30

20

40

50

60

80

70

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0
（％） （％）

24 25 26 27（年度）

25％ 35％

0％ 350％上尾市

財政の早期健全化
イエローカードです！

財政の再生
財政危機です！

一般会計
公共下水道事業
水道事業

平成28年度上半期(4月1日～9月30日)の収支状況
一般会計
635億9千万円

国民健康保険
272億8千万円

介護保険
138億6千万円

公共下水道事業
51億7千万円

後期高齢者医療
24億円

290億9千万円

111億2千万円 (収入率) 40.8％

(収入率) 39.5％

(収入率) 19.7％

(収入率) 35％

（収入率）45.7％

  54億7千万円

  10億2千万円

    8億4千万円

21億2千万円　（収入率）46.2％
収益的収入(45億9千万円)・支出(43億3千万円)

資本的収入(3億2千万円)・支出(19億円)
0円　　　　　（収入率）0％

249億3千万円

124億8千万円 (執行率) 45.7％

(執行率) 38.7％

(執行率) 34.4％

(執行率) 30.4％

（執行率）39.2％

  53億7千万円

  17億8千万円

    7億3千万円

12億2千万円　（執行率）28.2％

3億3千万円　　（執行率）17.4％

水道事業
(企業会計)

6.9
6.1

4.9

4.04.0

　学校や道路、下水道などの公共施設を整備するために国や
県、金融機関などからお金を借り入れています。この市の借入
金を市債といいます。
　平成27年度末の市民1人当たりの市債残高は36万4,571円(前
年比2,378円減)です。



　(仮称)戸崎東部公園の整備を平成28年度から平成31年度ま
での4カ年で計画しています。平成28年度は、12月から整備を
予定しており、公園予定地の南側部（左図参照）で広場の掘削、
芝張り工事を計画しています。工事期間中は、安全対策など十
分に配慮して工事を行いますので、ご協力をお願いします。　
左図のとおり

(仮称)戸崎東部公園の工事
平成28年度工事箇所

公園予定地

聖学院大学

大
宮
花
の
丘
公
苑

大
宮
北
高
校

鴨
川

N
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③
上
尾
市
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業

実
施
計
画（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）（
案
）

保
険
年
金
課　

7
8
2−

6
4
9
4

　

7
７
5−

9
8
2
7　

　
平
成
28
〜
29
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

「
上
尾
市
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
実
施

計
画（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）」を
策
定
し

ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ

き
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。　

市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
【
計
画（
案
）の

公
表
・
意
見
募
集
期
間
】12
月
１
日
㈭
〜

26
日
㈪　
【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設
置

場
所
】保
険
年
金
課
、市
役
所
１
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公
民

館　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。　
【
提
出
方
法
】意
見
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵

送（
26
日
消
印
有
効
）、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
保
険
年
金
課（
〒
362－

8
５
0
１
本
町

3

－

1

－

1
、

s205500@
city.ageo.

lg.jp

）へ　
※
電
話
で
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

2016. 12 No. 993

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

みどり公園課　 775−8129・ 775−9906

①
第
２
次
上
尾
市
地
域
福
祉
計
画
・
第

５
次
上
尾
市
地
域
福
祉
活
動
計
画（
案
）

福
祉
総
務
課　

7
7
5−

5
1
1
8

　

7
７
5−

9
8
4
6

　
市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
第
２
次

上
尾
市
地
域
福
祉
計
画
・
第
５
次
上
尾
市

地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
こ

の
た
び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見

を
募
集
し
ま
す
。　

市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人　
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意

見
募
集
期
間
】12
月
７
日
㈬
〜
平
成
29
年

１
月
６
日
㈮　
【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設

置
場
所
】福
祉
総
務
課
、市
役
所
1
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、各
支
所
・
出
張
所
・
公
民

館
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）、
社
会

福
祉
協
議
会
各
支
部　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。　
【
提
出
方
法
】

意
見
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、直

接
ま
た
は
郵
送（
１
月
６
日
消
印
有
効)

、フ

ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
福
祉
総
務
課（
〒
362－

8
５
0
１
本
町
3 －1 －1
、

s171100@
city.ageo.lg.jp

）へ　
※
電
話
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

②「
上
尾
市
多
文
化
共
生
推
進
計
画
」見
直

し（
案
）市

民
協
働
推
進
課　

7
7
5−

4
5
9
7

　

7
７
5−

9
8
1
9　

　

平
成
24
〜
33
年
度
を
計
画
期
間
と
す

る「
上
尾
市
多
文
化
共
生
推
進
計
画
」を
５

年
目
に
見
直
し
て
い
ま
す
。
外
国
人
市
民

が
地
域
社
会
の“
構
成
員
”と
し
て
自
立
で

き
、
日
本
人
と
協
働
し
て
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
計
画
で
す
。こ
の
た
び
、そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ

ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま

す
。　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
な

ど
上
尾
市
に
関
係
の
あ
る
人　
【
計
画（
案
）

の
公
表
・
意
見
募
集
期
間
】12
月
１
日
㈭
〜

28
日
㈬　
【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場

所
】市
民
協
働
推
進
課
、市
役
所
１
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、各
支
所
・
出
張
所　
※
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。　　

【
提
出
方
法
】意
見
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、直
接
ま
た
は
郵
送（
28
日
消
印
有

効
）、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
市
民
協
働
推
進

課（
〒
362－

8
５
0
１
本
町
3 －

1 －

1
、

s53000@
city.ageo.lg.jp

）へ　
※
電
話

で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に

　
　
　
　
　
基
づ
く
意
見
募
集

●
①
〜
③
共
通【
意
見
な
ど
の
取
り
扱

い
】内
容
を
検
討
し
、
計
画
策
定
や
見
直

し
の
参
考
に
す
る　
※
住
所
、
氏
名
な

ど
個
人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、

意
見
の
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
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活
動
と
し
て
は
、
全
員
が
参
加

し
て
の
発
表
会
、上
平
公
民
館
ま
つ

り
、遍へ

ん

照じ
ょ
う

院い
ん

本
堂
で
の
発
表
会
、桶

川
べ
に
花
ふ
る
さ
と
館
を
中
心
と

す
る
地
域
の
語
り
部
の
会
と
の
交

流
会
、
敬
老
会
、地
域
サ
ロ
ン
、茶

話
会
、
市
内
公
民
館
や
集
会
所
か

ら
の
依
頼
に
よ
る
も
の
、
介
護
施

設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、息
つ

く
暇
も
な
い
ほ
ど
で
す
。
声
が
掛

か
れ
ば
、
４
、５
人
ず
つ
組
ん
で
ど

こ
へ
で
も
出
掛
け
て
行
き
、
民
話

を
語
り
ま
す
。ま
た
、埼
玉
県
や
上

尾
市
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
民
話
や

伝
説
が
生
ま
れ
た
地
域
に
出
掛
け

て
行
き
、体
感
し
な
が
ら
、資
料
を

取
り
寄
せ
学
ん
で
い
ま
す
。

　

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
お
話
を
覚

え
る
の
は
、
と
て
も
大
変
で
す
が
、

語
り
を
聞
い
て
共
感
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。何

気
な
い
話
で
も
、私
た
ち
の
先
祖
が

暮
ら
し
の
中
で
語
り
継
い
で
き
た
も

の
を
、次
の
世
代
に
伝
え
よ
う
と
い

う
気
概
を
持
っ
て
い
ま
す
」と
会
に

対
す
る
強
い
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。ま
た「
仲
間
と
の
出
会
い
が

楽
し
く
、脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
思
っ

て
休
ま
ず
に
参
加
し
て
い
ま
す
」と

思
い
も
人
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
う
で
す
。

　
こ
と
し
6
月
に
は
、
全
員
参
加

で
13
回
目
の
発
表
会
を
開
催
し
、

文
化
セ
ン
タ
ー
5
階
小
ホ
ー
ル
が

満
席
と
な
る
ほ
ど
の
お
客
さ
ん
を

迎
え
、
毎
年
恒
例
の
秋
田
民
謡
か

ら
披
露
し
ま
し
た
。

　

観
覧
し
た
お
客
さ
ん
か
ら
は

「
語
り
を
聞
く
と
、ほ
っ
と
し
ま
す
」

「
昔
話
が
上
尾
に
も
あ
る
の
を
知

り
、
感
動
し
ま
し
た
」「
語
り
は
、

道
具
を
使
う
わ
け
で
も
、
楽
器
を

使
う
わ
け
で
も
な
い
。
語
る
だ
け

で
も
温
も
り
を
感
じ
る
の
は
、
声

に
全
て
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
ね
」と
の
感
想
も
聞
け
、
語

り
の
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

民
話
語
り
に
興
味
の
あ
る
人
、

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
上
平
公
民
館
で
第
２・４

月
曜
日
の
13
時
15
分
開
始
の
定
例

会
を
ぜ
ひ
、
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

｢

む
が
し
、む
が
し
、そ
の
ま
た
む

が
し
、ま
だ
、神
様
が
人
間
だ
の
動

物
だ
の
こ
さ
え
た
頃
の
話
だ｣

　
昔
話
と
い
え
ば
、こ
ん
な
ふ
う
に

始
ま
る
の
が
、お
約
束
事
で
す
。こ

の
よ
う
な
お
話
を
必
死
に
覚
え
て
、

披
露
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が「
あ
げ

お
語
り
部
の
会｣

で
す
。

　

活
動
の
始
ま
り
は
、
平
成
13
年

に
上
平
公
民
館
で
行
わ
れ
た
民
話

語
り
の
講
習
会
で
し
た
。4
回
の
講

習
会
後
、も
っ
と
語
り
を
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
た
6
人
の
講
習
生
が
立

ち
上
げ
て
、早
い
も
の
で
こ
と
し
で

14
年
目
と
な
り
ま
し
た
。年
々
会
員

が
増
え
て
、今
で
は
17
人
の
大
所
帯

で
す
。

聞き手と共感し合い創りあげる語りの場

あ
げ
お
語
り
部
の
会

■朗読発表会(朗読の会たんぽぽ)　12月6日
㈫10：00～12：00、市民活動支援センター　

25人　 　佐藤 774−6127（22：00ま
で）　 楽しく、やさしい物語を深く
読みます。会員も募集中。
■清

せいゆうかい

友会クリスマスチャリティコンサート　12
月10日㈯18：00開演（開場／17：30）、コミュ
ニティセンター　 大人500円、小学生以下
300円　 　小

お

熊
ぐ ま

725−5007　
例年と日時、所を変更しました。ご来場をお
待ちします。
■ワンコインで“ヨガ”体験　12月13日㈫10：
00～11：30、二ツ宮公民館　 10人　 500
円　 12月10日㈯までに電話で　藤牧 775−
6650（19：00～20：30まで）　 体を動

かしてみませんか。体験のあと続けられます。
■チャリティ・クリスマスコンサート　12月25日
㈰10：00～18：00、コミュニティセンター　

　結城和也音楽事務所の矢部 771−
7989（10：00以降）　 会場全体が一
つになり楽しい時間を過ごしましょう。
■初詣「武蔵国一宮氷川神社」へウォーク
平成29年1月7日㈯8：50集合、12：30頃到着
(ゴール)　JR上尾駅東口ペデストリアンデッ
キ　 300円　 　 伊 藤 080−1144−
6976　 ウォーク今年こそと思って
いる方ご参加お待ちしてます。　
■上尾ライオンズチャリティカラオケ大会　
平成29年2月19日㈰9：10～17：00、 コミュ
ニティセンター　 120人　 5,000円　 12
月13日㈫までに電話で　上尾ライオンズクラ
ブ 774−8794（15：00まで）　 健
康増進、社会福祉に！どなたでもご参加く
ださい。　
　

●新大正琴コスモス会　毎月第2・4㈮10：00
～11：30、コミュニティセンター　 初心者　

月額2,500円　山﨑 781−9380　
基礎を勉強しながら合奏を楽しみ演奏会を年
2回実施。
●はやみ碁友会　毎週㈰10：00～14：00、西
上尾第二団地集会所　 月額1,000円(入会
金1,000円)　黒木 725−4750（18：00以降）　

講師指導の後は、交
こ も ご も

々教え教わり和
気あいあいの会です。
●ソシアルレインボーダンス　毎週㈮19：
30～21：00、平方公民館　 月額3,000円(入
会金1,000円)　髙橋 725−8027（21：00まで）　

10月から基本のステップが始まりま
した。待っています。
●上尾ヨーガ道友会　毎週㈯18：40～20：
10、富士見小学校か市民体育館　 月額
2,000円(入会金1,000円)　藤崎 726−1360　

男性・女性・初心者大歓迎。

いきいきサークル

おいでください

上
平
地
区

近こ
ん
ど
う藤 

啓け
い

子こ

さ
ん
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し
た
。ま
た「
仲
間
と
の
出
会
い
が

楽
し
く
、脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
思
っ

て
休
ま
ず
に
参
加
し
て
い
ま
す
」と

思
い
も
人
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
う
で
す
。

　
こ
と
し
6
月
に
は
、
全
員
参
加

で
13
回
目
の
発
表
会
を
開
催
し
、

文
化
セ
ン
タ
ー
5
階
小
ホ
ー
ル
が

満
席
と
な
る
ほ
ど
の
お
客
さ
ん
を

迎
え
、
毎
年
恒
例
の
秋
田
民
謡
か

ら
披
露
し
ま
し
た
。

　

観
覧
し
た
お
客
さ
ん
か
ら
は

「
語
り
を
聞
く
と
、ほ
っ
と
し
ま
す
」

「
昔
話
が
上
尾
に
も
あ
る
の
を
知

り
、
感
動
し
ま
し
た
」「
語
り
は
、

道
具
を
使
う
わ
け
で
も
、
楽
器
を

使
う
わ
け
で
も
な
い
。
語
る
だ
け

で
も
温
も
り
を
感
じ
る
の
は
、
声

に
全
て
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
ね
」と
の
感
想
も
聞
け
、
語

り
の
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

民
話
語
り
に
興
味
の
あ
る
人
、

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
上
平
公
民
館
で
第
２・４

月
曜
日
の
13
時
15
分
開
始
の
定
例

会
を
ぜ
ひ
、
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

「クイズ アッピーを探そう！」（２ページ参照）で寄せられた『広報
あげお』への感想・意見を紹介します。今月は11月号です。

※内容は一部要約しています。

●�表紙の生き生きとした表情が素晴らしかったです。（90代
男性）
●�上尾市にゆかりのある選手たちが、いわて国体で優勝した
ことを知り、うれしく思いました。（70代男性）

●�体験教室やかえっこバザールなど、イベントが盛りだくさん
で楽しみです。（30代女性）
●�手作り紙芝居上演もあるようで、昔を思
い出し懐かしくなりました。（60代男性）

　
じ
っ
と
標
的
を
見
つ
め
、引
か
れ
る
引
き
金
。

ラ
イ
フ
ル
銃
を
操
る
の
は
、ラ
イ
フ
ル
射
撃
の

強
豪
校
で
あ
る
栄
北
高
等
学
校
エ
ア
・
ラ
イ
フ

ル
部
に
所
属
す
る
3
年
生
の
島
田
敦
さ
ん
と
２

年
生
の
関
根
和
磨
さ
ん
で
す
。

　
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
２
人
は
、
7

月
に
広
島
県
で
開
催
さ
れ
た｢

第
54
回
全
国
高

等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会｣
に

出
場
し
、島
田
さ
ん
は
エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
男
子

団
体
戦
で
、関
根
さ
ん
は
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
男

子
団
体
戦
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ル
射
撃
は
、固
定
さ
れ
た
標
的
を
射

撃
し
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
、夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

種
目
に
よ
っ
て
構
え
方
や
標
的
ま
で
の
距
離
、

使
用
す
る
銃
が
異
な
り
、
鉛
の
弾
を
飛
ば
す

エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
は
所
持
に
許
可
が
必
要
で
す

が
、光
線
銃
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
は
誰
で
も
気

軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
会
で
は
3

人
一
組
に
な
り
、10
㍍
先
に
設
置
さ
れ
た
直
径

45
・
5
㍉
の
標
的
に
１
人
60
発
射
撃
し
、合
計

得
点
を
競
い
ま
し
た
。標
的
の
最
高
得
点
で
あ

る
10
点
部
分
は
中
心
の
わ
ず
か
0.5
㍉
し
か
な

く
、い
か
に
連
続
し
て
10
点
を
取
り
続
け
る
か

が
勝
負
の
分
か
れ
目
で
す
。

　
ラ
イ
フ
ル
射
撃
は
、ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
な
が

ら
身
体
的
特
性
よ
り
も
集
中
力
が
必
要
で
あ

り
、
競
技
中
は
自
分
と
の
戦
い
に
な
り
ま
す
。

同
部
で
は
、普
段
か
ら
射
撃
練
習
の
他
、集
中

力
を
高
め
る
た
め
に
腹
式
呼
吸
を
用
い
た
呼
吸

法
の
練
習
や
、同
じ
姿
勢
を
続
け
る
た
め
に
体

幹
を
鍛
え
る
練
習
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
入
学
後
に
競
技
を
始
め
た
２
人
は
ラ
イ
フ

ル
射
撃
の
魅
力
に
つ
い
て
、
島
田
さ
ん
は｢

自

分
の
世
界
に
入
れ
る
と
こ
ろ｣

、
関
根
さ
ん
は

「
運
動
が
苦
手
な
人
で
も
上
達
で
き
る
と
こ
ろ｣

と
語
り
ま
す
。ま
た
10
点
を
取
っ
た
時
の
爽
快

感
も
魅
力
だ
と
声
を
揃
え
ま
し
た
。

　
多
く
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い

る
２
人
で
す
が
、島
田
さ
ん
は
９
月
に
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
で
開
催
さ
れ
た｢

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
ジ
ュ

ニ
ア
・
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ｣
で
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
。活
躍
の
場
所
を
世
界
へ
と
広
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
先
輩
の
背
中
を
追
い
か
け
な
が
ら
、

関
根
さ
ん
も
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、２
人
と
も「
２
０
２
０

年
開
催
の
東
京
五
輪
へ
の
出
場
で
す
」と
笑
顔
で

語
り
ま
し
た
。
近
い
将
来
、２
人
の
若
き
ア
ス

リ
ー
ト
が
五
輪
出
場
と
い
う
大
き
な
標
的
を
打

ち
抜
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

いわて国体ではバレーボールチー
ムの上尾メディックスと、競歩選手
の岡田久美子さんが優勝しました。
これからも上尾市にゆかりのある選
手たちを応援していきましょう。

11月は市内で多くのイベントが開催さ
れました。『広報あげお』ではこれから
も市内のイベント情報をたくさん発信
していきます。

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

 

●
●　

●
●
さ
ん

（
●
●
在
住
）

全国高校ライフル射撃大会で優勝
狙う標的は東京五輪

ISSF（International Shooting Sport Federation）国際射撃連盟

今月のイチ面
くらしフェスタ　上尾消費生活展

表紙(祝いわて国体…上尾からＷ優勝)

集中して照準を合わせる関根
さん（左）と島田さん

栄
北
高
等
学
校
エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
部

 

３
年
生 

島し
ま

田だ　
　

敦あ
つ
し

さ
ん

（
㊨
壱
丁
目
在
住
）

2
年
生 

関せ
き

根ね　

和か
ず

磨ま

さ
ん

（
㊧
大
字
上
在
住
）



申
し
込
み

1
年
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
ね
。
光
琳

の
成
長
の
早
さ
に
お
母
さ
ん
も
お
父

さ
ん
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
の
成
長
も
楽
し
み
に
し
て
る
よ
。

元
気
に
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
☆
さ
く
ら
、
大
好
き
だ
よ
ー
！

甘
え
ん
坊
で
抱
っ
こ
が
大
好
き
な

陽
汰
く
ん
。
明
る
く
優
し
い
人
に

な
っ
て
ね
！

わ
が
家
に
笑
顔
を
運
ん
で
く
れ
る
光
博
く

ん
。新
米
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
だ
け
ど
、

の
び
の
び
健
康
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね
！

榎
え の も と

本 さくらちゃん

H28.1.24生（10カ月）

西
宮
下 齋

さ い と う

藤 陽
ひ な

汰
た

くん
H28.3.25生（8カ月）

上
尾
村

秋
あ き や ま

山 光
こ う り ん

琳くん
H27.7.20生（1歳）

中 

妻東
あずま

 光
み つ ひ ろ

博くん
H27.10.20生（1歳）

上
平
中
央

14

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50　

りんごとさつまいもの重ね煮 80㌔㌍

●作り方
①  鍋にリンゴ、サツマ芋、干しぶどうの順に重ねる。

②   ①に砂糖・バター・レモン果汁を入れ、材料がかぶるくらい水

を加える。
③  ②を火にかけ、沸騰したら火を弱め、コトコト煮る。

●材料1人分 　 分量（㌘）
１ サツマ芋 …………… 40
 （皮をむき、5㍉厚のいちょう切り)
２ リンゴ ……………… 15
 （5㍉厚のいちょう切りにし、塩水につける)

３ レモン果汁 ……… 0.15
４ 砂糖 ………………… 1.5
５ バター ……………… 1.5
６ 干しぶどう(湯どおし) … 0.7
７ 水 ………………… 適量

学校保健課　 775-9683・ 775-5633

※分量は、給食（大量調理）で作る量です。家庭で調理する際は、

食材、調味料などの分量は適宜調整してください。

市内に在住の未就学児の写真（画像データ可）に、氏名（ふりがな）、性別、

生年月日、保護者の一言、住所、電話番号を添えて、郵便（〒362−8501本町

3−1−1）またはメール（s55000@city.ageo.lg.jp）で広報広聴課へ

※掲載は1人1回限り。写真は返却しません。

★
学
校
の
隣
に
あ
る
平
方
幼
稚
園

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
集
会
や
遠
足
な
ど
を
通
し

て
、
学
校
の
隣
に
あ
る
平
方
幼
稚
園
の
園

児
と
交
流
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。ま
た
、

６
年
生
は
動
物
園
ご
っ
こ
を
す
る
な
ど
、

各
学
年
が
平
方
幼
稚
園
と
交
流
を
持
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
く
に
あ
る
保
育
園
や

幼
稚
園
の
園
児
と
一
緒
に
遠
足
に
行
く
な

ど
、
幼
稚
園
や
保
育
園
と
の
交
流
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
二
つ
あ
る
校
庭

　
休
み
時
間
に
、二
つ
の
校
庭
で
ボ
ー
ル

遊
び
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど
を
し
て
、
友
達
と

思
い
っ
き
り
遊
べ
ま
す
。
さ
ら
に
、
ボ
ー

ル
遊
び
は
第
二
校
庭
で
や
る
と
い
う
決
ま

り
が
あ
る
お
か
げ
で
、
他
の
遊
び
を
し
て

い
た
児
童
に
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、平
方
小
学
校
に
は
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
誇
り
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。

★
歴
史
あ
る
学
校

　
平
方
小
学
校
は
、こ
と
し
で
144
周
年
を

迎
え
る
学
校
で
、た
く
さ
ん
の
卒
業
生
が

い
ま
す
。
校
内
に
は
、
桜
の
木
が
校
庭
を

囲
む
よ
う
に
あ
り
、春
の
見
事
な
風
景
は
、

き
っ
と
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

★
は
な
ま
る
プ
リ
ン
ト

　
学
年
ご
と
に
習
っ
た
こ
と
を
復
習
す
る

た
め
の
プ
リ
ン
ト
で
す
。
や
り
終
わ
っ
た

プ
リ
ン
ト
は
保
護
者
の
人
が
丸
を
付
け
て

く
れ
ま
す
。
間
違
い
が
あ
っ
た
ら
、
丸
を

付
け
て
く
れ
る
ま
で
出
し
続
け
ま
す
。
全

部
に
丸
を
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

さ
ら
に
、
50
枚
を
達
成
す
る
ご
と
に
賞
状

も
も
ら
え
ま
す
。

 
6
年
　
児
童
会
長
　
　
村む

ら
か
み上

　
勝か

つ

志し

　 
　
児
童
副
会
長
　
坂さ

か

井い

　
夏な

つ

子こ

平
方
小
学
校

※
次
回
は
、
大
谷
小
学
校
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

校庭を囲むように美しく咲く桜

幼稚園児と仲良く交流
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●本館
【開館時間】 9:00〜19:00	
【今月の休館日】  5・12・19・26日のいずれも㈪
 23日㈷、28日㈬〜31日㈯の年末　
インターネット・携帯で        

● 分館・公民館図書室の休館日・開館時間はWebサイト
を参考にしてください。

みんなあつまれ！
■	子ども読書イベント～冬～
人形劇で楽しもう！『そっくりのくりのき』

上尾市図書館　 上町1−7−1　 773−8521・ 776−7330

子どもの読書活動支援センター　【開館時間】10：00〜16：30
柏座4−3−8富士見小学校内　 ・ 773−3711

■クリスマス子ども映画会

■おやこでえほんサロン

12月18日㈰10：30〜11：20　 『アリとキリギリス』	『サン
タのプレゼント』『しあわせの王子』	『かさじぞう』	　 小学生
以下の子どもと保護者　 60人（先着順）

12月16日㈮10：00〜11：00　 東保健センター　 絵本
を囲んで、おはなし会など親子で楽しい時間を過ごす　
1歳〜未就学児と保護者　※参加者多数の場合は入場をお
断りすることがあります。

1

5

2
3
4

『九十歳。何がめでたい』　佐藤 愛子/著　小学館

『ストロベリーライフ』　荻原 浩/著　毎日新聞出版

『危険なビーナス』　東野 圭吾/著　講談社
『コンビニ人間』　村田 沙耶香/著　文藝春秋
『蜜蜂と遠雷』　恩田 陸/著　幻冬舎

平成28年10月

新 書図 館みんなでつくろう！

■臨時休館、年末年始休館
　電気設備点検日と年末年始の期間は、図書館は全館休
館します。　 12月23日㈷、12月28日㈬〜平成29年1月4日
㈬　※休館中の図書の返却は、ブックポストへお願いしま
す。ただし、JR上尾駅西口、JR北上尾駅、上平・原市・大谷
の各公民館図書室のブックポストは年末年始の期間中は
使用できません。

　行く年や猫うづくまる膝の上 　
　『漱石くまもとの句200選』(坪内稔典)所収
　文豪・夏目漱石が亡くなったのは大正5（1916）年12月9
日。ことしは没後100年に当たります。さらに来年2017年
は生誕150年と、記念年続きの夏目漱石に関する資料を集
めました。
　ことしも残り少なくなり、何かと気

け

忙
ぜわ

しい時期ですが、
この句のようにのんびりとした幸せをかみしめつつ、読
書を楽しんでみませんか。

　待ちに待った冬休み！アンパンマンの作者、やなせたかしさんが永遠の生命をテー
マに描いた『そっくりのくりのき』を、本格的な人形劇で楽しみませんか？大きな子も大
歓迎！　 12月23日㈷10：30〜11：30　 原市公民館　 人形劇『そっくりのくりのき』　
市内に在住の4歳児〜小学生(保護者同伴可)　 100人（先着順）　 12月1日㈭〜12月

21日㈬の10：00〜16：00（㈯㈰を除く）に電話で、子どもの読書活動支援センターへ

12月

図 書・雑 誌 冊数無制限2週間まで
CD・DVD など 3点以内1週間まで

とき　 ところ 内容 対象
定員 持ち物

費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

【図書館・あっぴぃぶっくる共通】
※場所の記載のない催しは本館です。

１階にできる喫茶コーナーでは、本を読みながら
飲食ができますか？Ｑ
市民ホール内にできる喫茶コーナーでは、コー
ヒーなどの飲み物と外部で製作されたパンやクッ

キーを販売し、ホールのテーブル席を利用して、コー
ヒーなどを飲みながら図書館で借りた本を読めるよう
検討しています。

乳幼児・小学生の皆さん、
イベントに参加するときは
「読書パスポート」「えほん
のきろく」を持ってきてね！
スタンプを押すよ！

夏目漱石――
没後100年から生誕150年へ

A

※
次
回
は
、
大
谷
小
学
校
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！
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 区　分 貸付額 返済方法(割賦)
高校・高専
専修学校
高等課程

国公立 20万円 3カ月ごとの17回

私　立 30万円
3カ月ごとの13回

大学・短大
専修学校
専門課程

国公立 30万円

私　立 50万円 3カ月ごとの17回

【表1】

※いずれも6カ月据え置き後、10月から返済開始です
(無利子)。

対　象 世帯構成 上限所得の目安

高校入学
両親と中学生(対象)の3人世帯 600万円程度

両親と中学生(対象)、小学生の4人世帯 770万円程度

大学入学
両親と高校生(対象)の3人世帯 550万円程度

両親と高校生(対象)、中学生の4人世帯 740万円程度

【表2】

※世帯の所得状況などの審査があります。予算の範囲内で貸し付けま
す。所得とは税法上の総所得金額です。

教
育
総
務
課
775−

９
４
６
９
・

776−

２
２
５
０

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

避
難
し
て
い
る

子
ど
も
の
入
学
手
続
き

　
平
成
29
年
度
に
小
・
中
学
校
に

入
学
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
へ
、平

成
29
年
１
月
中
旬
に「
入
学
通
知

書
」を
郵
送
し
ま
す
。上
尾
市
に
住

民
登
録
を
し
な
い
で
避
難
し
て
い

る
場
合
は
、
入
学
通
知
書
が
届
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、対
象

の
子
ど
も
が
い
る
保
護
者
は
、
早

め
に
学
務
課
に
連
絡
の
上
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　
※
現
在

市
内
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る

子
ど
も
の
中
学
校
の
入
学
通
知
書

は
、小
学
校
を
通
し
て
渡
し
ま
す
。　

小
学
校
／
平
成
22
年
４
月
２
日

～
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど

も　
中
学
校
／
平
成
16
年
４
月
２

日
～
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子

ど
も　

子
ど
も
の
氏
名
・
生
年

月
日
・
住
民
登
録
地
が
分
か
る
書

類（
健
康
保
険
証
な
ど
）、
保
護
者

の
身
分
証
明
書（
自
動
車
運
転
免
許

証
な
ど
）、上
尾
市
で
の
居
住
証
明 

(

賃
貸
借
契
約
書
な
ど)

を
用
意
し

て
直
接
、
学
務
課
へ　
※
転
入
学

の
児
童
生
徒
の
手
続
き
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。　

学
務
課

775−９
６
０
４
・
775−５
６
３
３

 
 

子
育
て
世
代
向
け

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

　
上
尾
市
、桶
川
市
、北
本
市
、鴻

巣
市
、伊
奈
町
、埼
玉
県
、日
本
政

策
金
融
公
庫
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行

は
協
働
で
、定
住
を
促
進
し
、子
育

て
世
代
を
支
援
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、各

市
町
の
魅
力
や
子
育
て
の
し
や
す

さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
子
育
て
世
代
向
け

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
埼
玉
県
央
ラ
イ

フ
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
ま
し
た
。
地

域
で
子
育
て
中
の
人
の
生
き
た
声
、

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅
力
的
な

施
設
、
各
市
町
の
子
育
て
支
援
策

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
と
一
緒
に
出
掛
け
る
時
、
子
育

て
支
援
策
に
つ
い
て
知
り
た
い
時

な
ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
支
援
課
、
市
内
の
子
育
て
支

援
拠
点
の
他
、都
内
の
大
手
書
店
、

県
の
施
設
な
ど
で
も
配
布
し
て
い

ま
す
。　

子
ど
も
支
援
課
783−

４
９
６
２
・
774−

５
３
４
２

入
学
準
備
金
の
貸
し
付
け

　
高
校（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）

や
高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校（
一

般
課
程
を
除
く
）、大
学
・
短
大
に

入
学
す
る
人
の
保
護
者
に
入
学
準

備
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。　
※
学
校

教
育
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
各

種
学
校
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。　

次
の
①
～
④
の
全
て
に
該
当
す

る
人
①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
②
平
成
29

年
4
月
に
高
校
や
高
専
、
専
修
学

校（
一
般
課
程
を
除
く
）、
大
学
・

短
大
へ
の
入
学
が
確
実
な
人
の
保

護
者
③
入
学
準
備
金
の
調
達
が
困

難
④
連
帯
保
証
人
が
い
る　
【
貸

付
額
・
返
済
方
法
】表
１
の
と
お
り　

【
世
帯
の
上
限
所
得
の
目
安
】表
２

の
と
お
り　

申
請
書
と
推
薦
書

(

教
育
総
務
課
に
あ
る)

に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
住
民
票(

申
請
者

の
世
帯
全
員
、
本
籍
と
続
柄
が
記

載
さ
れ
た
も
の)

と
、
連
帯
保
証
人

が
市
内
に
居
住
し
て
な
い
人
の
場

合
は
、
連
帯
保
証
人
の
収
入
状
況

を
証
明
す
る
書
類
と
住
民
票
の
写

し
を
用
意
し
て
、
平
成
29
年
1
月

5
日
㈭
～
20
日
㈮（
㈯
㈰
㈷
を
除

く)

に
直
接
、教
育
総
務
課
へ　

 

講習名 開催地 開催日程 申込締切 内容

フ ォ ー ク リ フ ト 春日部市 1/19～1/27  全７日  1/10 正午 フォークリフト運転の
資格取得を目指す

再就職のためのパソコン 伊奈町 1/18～2/1    全５日  1/  6 正午 エクセル・ワードの基礎と
応用

マ ン シ ョ ン 管 理 員 戸田市 1/20～2/1    全６日  1/10 正午 充実の教育体制！
面接会大手企業参加伊奈町 2/6～2/15    全６日  1/27 正午

ベ ビ ー シ ッ タ ー 戸田市 1/30～2/7    全５日  1/20 正午 子育て世代を応援する人材！
大募集

警 備 業 務 さいたま市 2/7～2/14    全５日  1/27 正午 年齢不問！施設・交通警備多
数あり

広告55歳以上の方の就職を支援します
シニアワークプログラム

対象　55歳以上で、ハローワークで求職登録し全日程に参加できる方。 

申
込
み

問
合
せ

公益財団法人 いきいき埼玉  （埼玉県シルバー人材センター連合）
〒362-0812 埼玉県伊奈町内宿台 6-26　埼玉県県民活動総合センター内
TEL:０４８-７２８ -７８４１　FAX:０４８-７２８ -２１３０

http://www.saitamaken-silver.jp

受講料　
テキスト代

技能講習

無料

→ 自分スタイルの高校生活！
個別見学実施中　転編入・不登校　ご相談下さい ※要電話予約

授 業 見 学 ・ 個 別 相 談 受 付 中 ！
−　新入・転編入　個別相談受付中　−

精華学園高等学校　上尾校

生徒を伸ばす3つのコース　
全日型スタイルで充実の高校生活

マイペースで選ぶ週3日の通学

まずは週1回からの通学トライ

中学復習から大学受験まで

選べる登校で　できるところから！

キャリア教育で希望進路実現！

生徒を支える3つのサポート

〒362-0071埼玉県上尾市井戸木2-2-22 桶川駅より徒歩8分 ☎048-856-9800

レギュラーコース 学 習
ステップコース 生 活

トライアルコース 進 路

広告

厚生労働省委託事業

就職就職面接会 →

受講生
募集
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小
・
中
学
校

入
学
通
知
書
を
郵
送

　
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
小
・
中
学

校
入
学
対
象
者
へ
、
平
成
29
年
１

月
中
旬
に｢
入
学
通
知
書｣ (

は
が

き)

を
郵
送
し
ま
す
。　
※
①
入
学

通
知
書
が
届
か
な
い
②
住
民
登
録

の
な
い
子
ど
も
で
小
・
中
学
校
に

入
学
を
希
望
す
る
③
無
戸
籍
の
子

ど
も
が
入
学
す
る—

—

場
合
は
、

学
務
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。国
・
県
・
私
立
の
小
・
中
学
校

へ
入
学
す
る
人
は｢

入
学
許
可(

承

諾)

書
」な
ど
を
学
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
小
学
校　
平
成
22
年
４
月
２
日

～
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
の
保
護
者
へ
、
入
学
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、

｢

入
学
届｣

に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
て
、
入
学
説
明
会
当
日
に

学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
中
学
校　
平
成
16
年
４
月
２
日

～
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
の
保
護
者
へ
、
現
在
通
学
し
て

い
る
小
学
校
を
通
し
て
入
学
通
知

書
を
渡
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の

上
、｢

入
学
届｣
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
し
て
、
小
学
校
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。　
※
私
立
小
学

校
や
市
外
の
小
学
校
へ
通
学
し
て

い
る
場
合
は
、
自
宅
に
郵
送
し
ま

す
。入
学
届
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
て
、
入
学
指
定
中
学
校
へ

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
小
・
中
学
校
共
通
】入
学
通
知
書

を
受
け
取
っ
た
後
に
、
学
区
外
へ

市
内
転
居
す
る
人
ま
た
は
平
成
29

年
１
月
１
日
以
降
、
他
市
区
町
村

か
ら
転
入
す
る
人
に
は
、
市
民
課

ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
で
転
居
・

転
入
届
を
提
出
後
、
学
務
課
で
入

学
通
知
書
を
発
行
し
ま
す
。　

学
務
課

775−

９
６
０
４
・
775−

５
６
３
３

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

　
12
月
10
～
16
日
は｢

北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間｣

で
す
。北

朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
解
決

に
は
、｢

拉
致
は
許
さ
な
い｣

と
い

う
市
民
一
人
一
人
の
声
が
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
こ
の
週
間
を
機

に
、
拉
致
問
題
へ
の
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。　

人
権
男
女
共
同

参
画
課

775−

５
１
１
７
・
778−

５
１
１
２

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

後期高齢者医療保険料納付確認書・
国民健康保険税納付確認書・
介護保険料納付証明書の郵送

　｢後期高齢者医療保険料納付確認書｣｢国民健康保険
税納付確認書」｢介護保険料納付証明書｣を次のとおり
郵送します。納付済みの保険料・税は、所得税や市・県
民税の申告時に社会保険料控除の対象になります。
※年金から特別徴収(天引き)された分は、本人以外の申
告には使えません(例／夫婦とも年金天引きの場合、夫
の申告に妻の天引き分は加えられません）。
①後期高齢者医療保険料納付確認書
平成28年中に後期高齢者医療保険料を納付した人　
保険年金課 775−5125・ 775−9827
②国民健康保険税納付確認書
平成28年中に国民健康保険税を納付した人　
納税課 775−5135・ 775−9846
③介護保険料納付証明書
65歳以上で平成28年中に介護保険料を納付した人　
※納付証明書は、65歳になってからの介護保険料納付分
だけです。64歳までの介護保険料は、加入している健康
保険(国民健康保険、健康保険組合など)の保険料に含ま
れています。
高齢介護課 775−5127・ 776−8872
●①～③共通
【郵送時期】平成29年１月下旬　※特別徴収（年金天引き）
と普通徴収（納付書や口座振替）の両方で納付した人は、
申告時に市発行の納付確認(納付証明)書を利用してくだ
さい。年金支払機関発行の｢公的年金等の源泉徴収票｣
には普通徴収の納付額は入りません。　※平成28年中に
転入した人は、前市区町村の納付額も合わせて申告して
ください。　※郵送した納付確認(納付証明)書に記載さ
れる保険料・税納付額は、上尾市へ納付した分だけです。
年末調整などで早めに必要な人は、無料で納付確認書を
発行しますので各問い合わせ先へ連絡してください。

有料広告募集中 !!
毎月約8万5,000部発行の『広報あげお』に広告を掲載しませんか？

料金や申し込み方法など、
詳しくは市ホームページをご覧ください。

有料広告のお問い合わせは
	 ⇨広報広聴課	 775−4918
	 	 776−8873
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歳
末
火
災
特
別
警
戒

12
月
25
日
㈰
～
31
日
㈯

　

｢

消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ

の
時　
そ
の
場
所
で｣

を
統
一
標
語

に
、消
防
本
部
・
各
消
防
署
、消
防

団
で
は
歳
末
火
災
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
運
動
は
火
災
多

発
期
と
年
の
瀬
を
迎
え
る
に
当
た

り
、市
民
一
人
一
人
に
防
火
意
識
を

高
め
て
も
ら
い
、
火
災
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
期

間
中
は
、
横
断
幕
を
市
内
各
所
に

設
置
し
、
消
防
車
で
火
災
予
防
広

報
を
行
い
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
住

宅
火
災
の
早
期
発
見
に
有
効
な

「
住
宅
用
火
災
警
報
器｣

を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。　

予
防
課

775−

１
３
１
４
・
775−２
２
３
０

野
外
焼
却
の
自
粛
に

ご
協
力
を

  

野
外
焼
却
に
よ
る
煙
や
臭
い
な

ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
野
外
焼
却
は
、
快
適
な
生

活
環
境
を
損
な
い
、
洗
濯
物
や
布

団
に
臭
い
が
付
く
な
ど
周
囲
の
迷

惑
に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
大

気
汚
染
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
ご
み
の
焼
却
の
禁
止　
ご
み
の

焼
却
は
、
県
条
例
で
定
め
た
構
造

に
適
合
す
る
、
高
温
で
排
出
ガ
ス

の
適
正
処
理
が
で
き
る
施
設
で
だ

け
可
能
で
す
。
事
業
所
や
家
庭
な

ど
で
、簡
易
焼
却
炉
・
ド
ラ
ム
缶
・

素
掘
り
穴
な
ど
を
用
い
た
ご
み
の

焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す(

一

部
適
用
除
外
あ
り
）。
家
庭
の
一
般

ご
み
は
分
別
し
て
、
ご
み
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

野
外

焼
却
に
つ
い
て
／
生
活
環
境
課

775−

６
９
４
０
・
775−

９
８
７
２
、

ご
み
に
つ
い
て
／
西
貝
塚
環
境
セ

ン
タ
ー

781−

９
１
４
１
・
781−

９
１
６
６

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
12

月
１
日
㈭
～
14
日
㈬
に
実
施
し
ま

す
。年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、人

や
車
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
、

飲
酒
の
機
会
の
増
加
に
よ
っ
て
交

通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
と
い
う
意
識
を
強
く
持
ち
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、「
交
通

安
全
母
の
会
ポ
ス
タ
ー
展
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
交
通
安
全
母
の
会
ポ
ス
タ
ー
展

12
月
８
日
㈭
～
14
日
㈬
９
～
17

時　
※
14
日
は
15
時
ま
で
。　

市
役
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
運
動
の
重
点
目
標　
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
／
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進
／
飲
酒
運
転
の
根
絶
、

路
上
寝
込
み
な
ど
に
よ
る
交
通
事

故
防
止

●
市
の
重
点
目
標　
自
転
車
の
交

通
ル
ー
ル
遵
守
と
マ
ナ
ー
向
上

交
通
防
犯
課
775−

５
１
３
８
・

775−９
９
２
７

60
歳
以
上
の
国
民
年
金
任
意
加
入

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
が
加
入
し
ま
す
が
、
60
歳

以
上
の
人
も
希
望
す
れ
ば
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
任
意
加
入　

年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
た
い
人
か
年
金
の
受
給

資
格
期
間(

25
年
以
上
）が
不
足
し

て
い
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人　

※
60
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。な
お
、老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
中
ま
た
は
厚
生
年
金
に

加
入
中
の
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

任
意
加
入
期
間
は
、
保
険
料
免
除

の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
特
例
任
意
加
入　

65
歳
ま

で
に
は
受
給
資
格
期
間(

25
年
以

　ことし、市内では住宅火災で１人が亡くなり、10
人が負傷するなど、多くの被害が発生しています

（９月末日現在）。
　日頃の心掛けが火災予防につながります。次の
項目に該当するものがあればすぐに見直しましょう。
●放火対策
□決められた日時以外にゴミを出すことがある
□ダンボールや古新聞紙、雑誌を家の周りに置いて

いる
●電気器具・ストーブ
□たこ足配線をしている
□コンセントにほこりがたまっている
□ストーブの上で洗濯物を乾かすことがある
□給油はストーブをつけたまま行っている
●こんろ
□火を消さずにこんろから離れ、別のことをするこ

とがある
□こんろの周りに燃えやすい物を置いている
●たばこ
□寝たばこをすることがある
□灰皿に吸殻がたまっていたり、そのまま無造作に

ごみ箱に捨てている
□子どもの目に付く所に、たばこやライターが置い

てある。
　万が一、火災が発生した場合には次の対策が有
効です。できることから取り組んでいきましょう。
■住宅用火災警報器を設置する　※設置が義務付
けられてから、10年を迎えます。住宅用火災警報器
は、10年を目安に交換することが推奨されていま
す。家庭に設置されているものが何年経過している
か確認するとともに、正常に作動するか、月に１度
は確認しましょう。
■カーテン、じゅうたん、布団、シーツなどは防炎
品を使用する

■住宅用消火器、スプレー式の消火器具などを設
置する

■住宅用スプリンクラーなどを設置する

住宅防火のチェックポイント
予防課　 775−1314・  775−2230
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上
）を
満
た
せ
な
い
が
、
70
歳
ま

で
に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
る

人　
※
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
だ
け
で
す
。　
【
期

間
】受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
時
ま

で　
【
①
②
共
通
】
年
金
手
帳（
本

人
・
配
偶
者
）、預(
貯)

金
通
帳
、通

帳
届
出
印
、戸
籍
謄
本(
特
例
任
意

加
入
時
だ
け
）を
用
意
し
て
直
接
、

保
険
年
金
課
へ　

保
険
年
金
課

775−５
１
３
７
・
775−９
８
２
７

平
成
28
年
度

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
定

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
が
平
成
28
年

10
月
１
日
か
ら
時
間
額
845
円
に
改

訂
さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
最
低
賃

金
は
、
県
内
全
て
の
労
働
者
と
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
特

定
の
産
業
に
つ
い
て
は
別
途
産
業

別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る

2016. 12 No. 993

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

も
の
が
あ
り
ま
す
。　

埼
玉
労

働
局
賃
金
室
600−

６
２
０
５
・

600−６
２
２
５

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
㈫
ま
で
に

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
で

事
業
を
営
む
個
人
・
法
人
は
、
償

却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。
償

却
資
産
と
は
事
業
用
資
産
の
こ
と

で
、税
務
会
計
上
、減
価
償
却
資
産

の
対
象
で
あ
り
、
申
告
が
必
要
で

す
。た
だ
し
、次
の
①
～
⑤
の
資
産

は
申
告
不
要
で
す
。
①
土
地
・
家

屋
②
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

対
象
車
両
③
無
形
減
価
償
却
資
産

④
耐
用
年
数
１
年
未
満
ま
た
は
取

得
価
額
10
万
円
未
満
で
、
国
税
の

申
告
時
に
一
時
損
金
と
し
て
計
上

し
て
い
る
⑤
取
得
価
額
20
万
円
未

満
で
国
税
の
申
告
時
に
３
年
間
の

一
括
償
却
で
処
理
し
て
い
る　
※

④
⑤
の
国
税
と
は
、
法
人
税
・
所

得
税
の
こ
と
で
す
。　
【
申
告
方
法
】

申
告
書(

昨
年
ま
で
に
申
告
の
あ
っ

た
事
業
者
に
は
申
告
書
を
12
月
中

旬
に
郵
送
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可)

に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
平
成
29
年
１
月

31
日
㈫
ま
で
に
直
接
か
郵
送(

〒
362

−

８
５
０
１
本
町
３−

１−

１)

で
資

産
税
課
、
ま
た
は
ｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ(

地

方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム)

で　
※

前
年
と
比
べ
て
償
却
資
産
に
増
減

の
な
い
場
合
や
申
告
す
べ
き
事
業

資
産
が
な
い
場
合
も
申
告
は
必
要

で
す
。
新
た
に
事
業
を
始
め
た
場

合
、
ま
た
は
申
告
書
が
届
か
な
い

場
合
は
資
産
税
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ

い
て
は
地
方
税
電
子
化
協
議
会(

０
５
７
０−

０
８
１
４
５
９)

に
問

い
合
わ
せ
る
か
同
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(

http://w
w
w
.eltax.

jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

資

産
税
課

775−

６
６
４
９
・
775−

９
８
４
６

荒
川
緑
肥
を
無
償
で
配
布

平
成
29
年
１
月
23
日
㈪
～
２

月
4
日
㈯(

１
月
29
日
㈰
を
除
く)　

河
川
の
堤
防
の
刈
り
草
か
ら
作
っ

た
堆
肥
の
配
布　

往
復
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
12
月

14
日
㈬(

消
印
有
効)

ま
で
に
荒
川

上
流
河
川
事
務
所
管
理
課
荒
川
緑

肥
事
務
局(

〒
350−

１
１
２
４
川
越

市
新
宿
町
３−

12)

へ　
※
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
荒
川

上
流
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(
http://w

w
w
.ktr.m

lit.
go.jp/arajo/ )

ま
た
は
応
募
要

領(

河
川
課
に
あ
る)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。　

荒
川
上
流
河
川
事
務

所
荒
川
緑
肥
事
務
局

049−

246−

１
０
３
１

納税課　 775−5135

次回の税などの納付期限
12月28日㈬

固定資産税・都市計画税…………第4期
国民健康保険税… ………………第6期
介護保険料… ……………………第6期
後期高齢者医療保険料……………第6期

　育児・介護休業法、男女雇用機会均等法が改正され、平成29年1月
1日から施行されます。今回の改正では介護休業の分割取得が可能
となる他、上司・同僚からのマタハラ（マタニティハラスメント）な
どを防止する措置が事業主に義務付けられます。詳しくは下表を参
照してください。
【表】改正のポイント

育児・介護休業法、男女雇用機会均等法が改正
埼玉労働局雇用環境・均等室　 600−6210

項目 改正前 改正後

１ 介護休業の分割
取得

介護を必要とする
家族（対象家族）1
人につき、通算93
日まで原則1回に
限り取得可能

対象家族1人につき通算93
日まで、3回を上限として、
介護休業を分割して取得可
能

２ 介護休暇の取得
単位の柔軟化 1日単位での取得 半日単位での取得が可能

３
介護のための所
定労働時間の短
縮措置など

介護休業と通算し
て93日

介護休業とは別に、利用開
始から3年の間で2回以上
の利用が可能

４ 介護のための所
定外労働の制限 なし

対象家族1人につき、介護終
了まで利用できる所定外労
働の制限(残業の免除)を新
設

５ マタハラなどの
防止措置の新設

事業主による妊娠
などを理由とする
不利益取り扱いを
禁止

左記に加え、上司・同僚か
らの妊娠などを理由とする
嫌がらせなど（マタハラな
ど）を防止する措置を講じ
ることを事業主に義務付け
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12
月
は
地
球
温
暖
化

防
止
月
間

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

(

二
酸
化
炭
素)

の
割
合
を
み
る
と
、

給
湯
や
冷
暖
房
、
電
力(

照
明
・
家

電
製
品
な
ど)

、自
家
用
乗
用
車
か

ら
の
排
出
量
が
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
冬

場
は
特
に
多
く
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
か
ら
余
分

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
、
無

駄
の
な
い
賢
い
生
活｢

エ
コ
ラ
イ

フ
」を
送
る
こ
と
で
、地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。一
人
一
人
の

取
り
組
み
で
、
美
し
い
地
球
環
境

を
未
来
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

●
冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

２
０
１
６

　
12
月
１
日
㈭
～
平
成
29
年
３
月

31
日
㈮
の
中
の
１
日
、
エ
コ
ラ
イ

フ
を
送
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
実
施
日
を
12
月
11
日
㈰

に
設
定
し
ま
す
。Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
量

が
分
か
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。こ
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ

Ａ
Ｙ
は
、
県
内
の
自
治
体
と
共
同

で
実
施
し
ま
す
。

●
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施

　
冬
の
節
電
と
省
エ
ネ
対
策
と
し

て
、市
の
公
共
施
設
で
は
暖
房
温
度

を
19
度
に
設
定
し
、
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。　

環
境
政
策
課

775−６
９
２
５
・
775−９
８
７
２

環
境
美
化
に
ご
協
力
を

　

空
き
缶
・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
・

ガ
ム
の
か
み
か
す
な
ど
は
ポ
イ
捨

て
せ
ず
持
ち
帰
り
、
適
切
に
分
別

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
飲
料

自
動
販
売
機
の
管
理
者
は
回
収
容

器
を
設
置
し
、
ご
み
の
散
乱
防
止

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
飼
い
犬
の

所
有
者
は
、
屋
外
で
飼
い
犬
が
し

た
ふ
ん
を
放
置
せ
ず
持
ち
帰
り
、

適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一人一人
が
環
境
美
化
を
心
掛
け
、

快
適
な
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。　

生
活
環
境
課
775−

６
９
４
０
・

775−９
８
７
２

浄
化
槽
の
正
し
い
管
理
を

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理（
保
守
点

検
・
清
掃
）と
定
期
検
査（
法
定
検

査
）が
浄
化
槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。怠
る
と
浄
化
槽
の
機
能

が
低
下
し
、悪
臭
な
ど
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
ま
た
公
共
下
水
道
が
整

備
さ
れ
た
区
域
で
は
、
浄
化
槽
を

廃
止
し
速
や
か
に
下
水
道
本
管
へ

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
保
守
点
検　
浄
化
槽
の
点
検
、

調
整
や
修
理
で
す
。
県
知
事
登
録

を
受
け
た
業
者
に
委
託
し
て
く
だ

さ
い
。

●
清
掃　
浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚

泥
な
ど
の
引
き
抜
き
や
調
整
、機
器

類
の
洗
浄
作
業
な
ど
で
、毎
年
１
回

以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
が
許
可
し
た
業
者
に
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査　
保
守
点
検
や
清
掃

と
は
別
に
行
う
浄
化
槽
の
機
能
診

断
で
す
。
指
定
検
査
機
関
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。　

指
定
検
査
機

関
の
埼
玉
県
環
境
検
査
研
究
協
会

649−５
１
５
１
・
649−５
４
９
５
、

生
活
環
境
課
775−

６
９
４
０
・

775−９
８
７
２

大
雪
に
備
え
て

　
平
成
26
年
２
月
の
大
雪
は
、
観

測
史
上
最
大
の
積
雪
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
大
雪
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

屋
根
か
ら
の
落
雪
／
道
路
で
の
転

倒
／
積
雪
で
狭
く
な
っ
た
道
路
で

の
自
動
車
と
の
す
れ
違
い
／
積
雪

　全国で、まだ食べられるのに廃棄
される食品は、農林水産省の調査で
は年間632万㌧といわれています。　　　
そのうち約半分は一般家庭からのも
のです。平均的な一般家庭での１人１
日あたりの食品ロスは40.９㌘、主な
食品別食品ロス量の内訳(右図)によ
ると、その内の約半分が野菜、続いて
果実類、調理加工食品と続きます。一
人一人がもったいないと思う気持ち
を忘れずに残さず食べることが大切
です。食品ロスを減らすため、次の①
～⑤を普段の生活で心掛けましょう。　

①買い物に出掛ける前に冷蔵庫内の
在庫をチェックする②必要な分だけ
購入する③お腹が空いている時は買
い物に行かない④できるだけ食材を
使い切る⑤食べ切れなかった料理は
別のものに加工する。やむを得ず捨
てる時は水気を絞って捨てる
●30・10（サンマル・イチマル）運動
　12月は宴会シーズンです。外食時
の食べ残しを防ぐために、開始後30
分と終了前10分は料理をゆっくり味
わう時間にしましょう。幹事さんや司
会者の声掛けが大切です！

環境政策課　 775−6925・  775−9872　　西貝塚環境センター　 781−9141・  781−9166

食品ロスを減らそう

食品
1人1日
40.9g

野菜
19.5g

【図】主な食品別食品ロス量

果実類
7.3g

調理加工
食品
4.2g

穀類
1.8g

出典：農林水産省

魚介類
1.6g

肉類
1.2g

牛乳・乳製品
0.7g

その他
4.6g

い な ！いったも
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で
見
え
に
く
く
な
っ
た
道
路
脇
の

側
溝
／
積
雪
に
よ
る
カ
ー
ポ
ー
ト

の
倒
壊(

事
前
に
補
強
す
る)

／
不

要
不
急
の
外
出
を
避
け
る(

や
む
を

得
ず
外
出
す
る
場
合
は
滑
り
に
く

い
靴
を
着
用
す
る)

除
雪
時
の
お
願
い

●
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い　
道
路

に
雪
を
出
す
と
自
動
車
や
自
転
車

の
ハ
ン
ド
ル
が
取
ら
れ
、
交
通
事

故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
自
宅
周
辺
の
除
雪
作
業
に
ご
協

力
を　
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
生
活

道
路
や
歩
道
な
ど
の
除
雪
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。　

危
機
管

理
防
災
課

775−

５
１
４
０
・

775−

９
９
２
７
、
道
路
課

775−

８
５
９
７
・
775−９
９
０
６

あ
げ
お
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

平
日
9
時
〜
16
時
30
分（
必
要

に
応
じ
て
予
約
が
あ
る
場
合
は
偶

数
月
の
第
２
㈯
も
開
催
）。　
※
１

週
間
前
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

提
供
会
員(

育
児
の
援
助
を
行
う

人)

／
市
内
に
在
住
の
20
歳
以
上
の

健
康
な
人　

依
頼
会
員(

育
児
の

援
助
を
受
け
た
い
人)

／
市
内
に
在

住
・
在
勤
で
０
歳(

首
の
据
わ
っ
た

４
カ
月
こ
ろ)

〜
小
学
校
６
年
生
の

子
ど
も
が
い
る
人　

筆
記
用
具
、

印
鑑
、
登
録
者
の
写
真(

縦
３
×
横

2.5
㌢
）を
依
頼
会
員
１
枚
、提
供
会

員
２
枚　

電
話
で
あ
げ
お
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

へ　

あ
げ
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉

協
議
会
内
）
777−

０
９
４
１
・

772−８
６
４
７

市
民
球
場
の

貸
し
出
し
の
中
止

　
芝
生
養
生
の
た
め
、
12
月
１
日

㈭
〜
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

貸
し
出
し
を
中
止
し
ま
す
。
来
年

度
の
貸
し
出
し
は
４
月
１
日
㈯
か

ら
で
、
２
月
１
日
㈬
か
ら
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。　

市
地
域
振

興
公
社

776−

８
９
８
６
・
776−

３
３
２
２

上
尾
市
民
駅
伝
競
走
大
会

平
成
29
年
２
月
12
日
㈰　
※
雨

天
・
小
雪
決
行
、積
雪
・
落
雷
の
恐

れ
が
あ
る
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

上
尾
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
周

辺
コ
ー
ス　
【
種
目
／
対
象
】第
１

部
／
一
般(

市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人〈
小
・
中
学
生
を
除
く
〉)　

第
２
部
／
女
子(

市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
女
子〈
小
・
中
学
生
を

除
く
〉)　
第
３
部
／
体
育
協
会
支

部(

小
・
中
学
生
を
除
く)　
第
４
部

／
中
学
生
女
子　
第
５
部
／
中
学

生
男
子　
第
６
部
／
小
学
生
男
子　

第
７
部
／
小
学
生
女
子　

小
学

生
／
１
、４
０
０
円　
中
学
生
／
600

円　
そ
の
他
／
２
、６
０
０
円　
※

１
チ
ー
ム
の
参
加
費
用
で
す
。　

参
加
申
込
書(

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に

あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可)

に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
12
月
１
日
㈭
〜
20
日

㈫（
㈯
㈰
を
除
く)

に
直
接
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
へ　
※
当
日
は
、コ
ー
ス

周
辺
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

近
隣
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

781−８
１
１
２
・
776−２
２
５
０

卓
球
愛
好
者
教
室

平
成
29
年
１
月
23
日
〜
２
月
20

日
の
毎
週
㈪
13
〜
15
時(

全
５
回)　

市
民
体
育
館　
【
講
師
】市
卓
球

連
盟　

市
内
に
在
住
・
在
勤
ま

た
は
市
内
の
卓
球
ク
ラ
ブ
に
所
属

す
る
人(

初
心
者
も
可)　

２
千

円　

60
人(

応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選)　

ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
が

で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、体
育
館
用

上
履
き
、
飲
み
物　

往
復
は
が

き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名(

ふ
り

が
な)

、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、12
月
30
日
㈮
ま
で(

必
着)

に

市
民
体
育
館(

〒
362−

０
０
４
５
向

山
４−

３−

10)

へ　

市
民
体
育
館

781−８
１
１
１
・
781−

８
１
１
３

2016. 12 No. 993

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

イ コ ス 上 尾

●フィットネス教室　
水曜日コース／平成29年1月11日～3月29日(2月8日

を除く)の毎週㈬(全11回)　木曜日コース／平成29年1
月12日～3月30日(2月9日を除く)の毎週㈭(全11回)　
イコス上尾　 水曜日コース／リズムフィットネス19時
30分～20時30分　木曜日コース／①スッキリフィット
ネス10時30分～11時30分②ビューティーフィットネス
14～15時③エンジョイフィットネス18時45分～19時45
分④エナジーフィットネス20～21時　 水曜日コース／
9千円　木曜日コース／1万2千円　 各20人(応募者多
数の場合は抽選)　 往復はがき（1人1枚）に教室名、住
所、氏名(ふりがな)、性別、生年月日、電話番号を記入し
て12月20日㈫まで(必着)にイコス上尾(〒362−0011平塚
951−2)へ　

●スポーツダンス(社交)教室　
平成29年1月19日～3月30日(2月9日を除く)
の毎週㈭18時30分～(全10回)　 イコス上尾　
1万円　 55人(応募者多数の場合は抽選)　
往復はがき(1人1枚)に教室名、住所、氏名(ふ

りがな)、性別、生年月日、電話番号、ダンス歴
を記入して12月20日㈫まで(必着)にイコス上尾
(〒362−0011平塚951−2)へ

イコス上尾　 772−1611・ 772−1614

スポーツ教室スポーツ教室
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冬
休
み
短
期
ス
ケ
ー
ト
教
室

12
月
26
日
㈪
・
27
日
㈫
９
時

～
９
時
45
分　

埼
玉
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ　

専
属
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
親
切
、
丁
寧
に
基
礎
を

し
っ
か
り
指
導
し
、楽
し
く
ス
ケ
ー

ト
の
技
術
を
身
に
付
け
る　

４

歳
児
～
中
学
生　

３
、２
０
０

円　

150
人(

先
着
順)　

12
月

１
日
㈭
10
時
～
12
月
24
日
㈯
18
時

に
電
話
で
埼
玉
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

へ　

埼
玉
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

775−３
４
５
６

ア
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
学
校

図
書
館
支
援
員（
臨
時
職
員
）

【
期
間
】平
成
29
年
４
月
６
日
㈭
～

平
成
30
年
３
月
16
日
㈮（
予
定)　

【
勤
務
日
・
時
間
】小
学
校
／
週
５

日(

㈪
～
㈮)

、10
～
15
時
の
間
で
１

日
４
時
間(

予
定)　

中
学
校
／
週

３
日
ま
た
は
４
日(

㈪
～
㈮)

、10
～

16
時
の
間
で
１
日
５
時
間（
予
定)　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
学
校

図
書
館
運
営
の
補
助
と
し
て
、
本

の
登
録
・
分
類
・
整
理
・
配
架
・
利

用
指
導
・
電
子
台
帳
化
作
業
・
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
支
援　

学
校

教
育
に
理
解
が
あ
り
、
次
の
①
～

④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
①

原
則
と
し
て
、司
書
、司
書
補
、司

書
教
諭
、
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
し
て
い
る
②
教
職
経
験
者
、

教
職
志
願
者
③
図
書
の
入
力
作
業

や
検
索
作
業
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
④
図
書
や
読
書
へ

の
関
心
が
高
く
、
子
ど
も
が
好
き　

【
時
給
】890
～
930
円(

予
定)　
【
通
勤

手
当
】１
日
150
円(

予
定)　

30
人

程
度　

申
請
書（
指
導
課
に
あ

る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮
ま

で
に
直
接（
㈯
㈰
㈷
、年
末
年
始
を

除
く
）ま
た
は
郵
送(

６
日
消
印
有

効)

で
指
導
課(

〒
362−

８
５
０
１
本

町
３−１−１)

へ　

指
導
課
775−

９
６
７
２
・
775−５
６
３
３

泉
台
学
習
教
室
　

冬
季
学
習
講
習
会
の
生
徒

12
月
26
日
㈪
～
28
日
㈬
、
平
成

29
年
１
月
４
日
㈬
～
６
日
㈮
９
時

～
12
時
15
分　

泉
台
学
習
教
室

(

泉
台
１−

６−

９)　
【
教
科
】国
語
・

数
学
・
英
語
・
社
会
・
理
科　

中
学
３
年
生　

１
万
円　
※
テ

キ
ス
ト
代
を
含
み
ま
す
。　

電

話
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
726−

８
０
１
１
・
780−３
０
１
８

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
参
加
者

平
成
29
年
3
月
12
日
㈰　

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

外
国
出

身
の
人　

10
人　

原
稿
用
紙

５
枚
以
内(

２
千
字
以
内)

の
原
稿

を
平
成
29
年
1
月
10
日
㈫
ま
で(

必

着)

に
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で

上
尾
市
国
際
交
流
協
会(

Ａ
Ｇ
Ａ)

事
務
局
へ　
※
選
考
結
果
は
、
応

募
者
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。　

Ａ
Ｇ
Ａ
事
務
局(

市
役
所
第
三
別
館

１
階
、
㈪
㈭
㈮
10
～
16
時)

780−

２
４
６
８
・
775−

９
８
１
９
・

office@
aga-w

orld.com

市
観
光
協
会
推
奨
土
産
品

　
市
内
で
生
産
、
製
造
ま
た
は
加

工
さ
れ
た
土
産
品
の
普
及
と
品

質
の
向
上
、
産
業
振
興
の
た
め
に

土
産
品
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
認

定
さ
れ
た
商
品
は
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
す
る
他
、
市
観
光

協
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。　
【
推
奨
期
間
】

平
成
29
年
４
月
１
日
㈯
～
平
成
31

年
３
月
31
日
㈰
の
２
年
間　
【
審

査
会
】平
成
29
年
１
月
27
日
㈮　

【
応
募
期
間
】12
月
12
日
㈪
～
平
成

29
年
１
月
20
日
㈮　
※
応
募
方
法

な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。　

市
観
光
協
会

775−

５
９
１
７
・
775−５
０
２
４

①
ア
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー　
【
勤
務
日・時
間
】週
５
日(

㈪

～
㈮)

、
１
日
５
時
間(

予
定)　

市
内
小
・
中
学
校
の
学
級
と
平
方

幼
稚
園
で
介
助
や
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
な
ど
の
学
習
や
自
立
を

支
援
す
る　
【
日
給
】４
、７
０
０
円

(

予
定)　
【
募
集
人
数
】80
人(

予
定)

②
特
別
支
援
学
級
補
助
員　
【
勤
務

日
・
時
間
】週
５
日(

㈪
～
㈮)

、
１

日
７
時
間(

予
定)　

市
内
の
小
学

校
の
特
別
支
援
学
級
担
任
の
補
助

を
し
、介
助
な
ど
が
必
要
な
児
童
を

支
援
す
る　
【
日
給
】７
、１
４
０
円

(

予
定)　

20
人(

予
定)　
●
①
②

共
通【
雇
用
期
間
】前
期
／
平
成
29

年
４
月
１
日
㈯
～
９
月
30
日
㈯
、後

期
／
平
成
29
年
10
月
1
日
㈰
～
平

成
30
年
３
月
26
日
㈪(

長
期
休
業
中

は
除
く)　

学
校
教
育
に
理
解
が

あ
り
、学
級
担
任
の
補
助
に
意
欲
の

あ
る
人　
【
面
接
日
】平
成
29
年
１

月
25
日
㈬
ま
た
は
26
日
㈭　

申

請
書(

学
務
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可)

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、12
月
７

日
㈬
～
平
成
29
年
１
月
20
日
㈮
に

直
接(

㈯
㈰
㈷
、年
末
年
始
を
除
く)

ま
た
は
郵
送(

１
月
17
日
㈫
消
印
有

効)

で
学
務
課(

〒
362−

８
５
０
１
本

町
３−１−１)

へ　

学
務
課
775

−９
６
０
４
・
775−５
６
３
３

　
中
学
１
年
生
を
対
象
に
、
１
ク

ラ
ス
35
人
学
級
を
編
制
し
、
き
め

細
や
か
な
指
導
を
行
う
た
め
、
市

が
独
自
に
採
用
す
る
臨
時
教
員

(

ア
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
教
員)

を
募

集
し
ま
す
。　
【
雇
用
期
間
】前
期

／
平
成
29
年
４
月
１
日
㈯
～
９
月

30
日
㈯
、
後
期
／
平
成
29
年
10
月

１
日
㈰
～
平
成
30
年
３
月
31
日

㈯　
【
勤
務
日
・
時
間
】週
５
日(

㈪

～
㈮)

、
１
日
７
時
間
45
分　

中

学
校
教
員
免
許
状
が
あ
る
人
ま
た

は
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
に

免
許
状
取
得
見
込
み
の
人　
【
月

給
】22
万
円
程
度　

若
干
名　

申
込
書(

学
務
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可)

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
教

ア
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
教
員

（
中
学
校
臨
時
教
員
）

ア
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
・

特
別
支
援
学
級
補
助
員
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員
免
許
状
の
写
し
ま
た
は
免
許

状
取
得
見
込
証
明
書
を
用
意
し

て
、
12
月
７
日
㈬
～
平
成
29
年
１

月
27
日
㈮
に
直
接(

㈯
㈰
㈷
、年
末

年
始
を
除
く)

ま
た
は
郵
送(

１
月

27
日
消
印
有
効)
で
学
務
課(

〒
362

−

８
５
０
１
本
町
３−

１−１)

へ　
※

申
込
書
受
け
付
け
後
、
面
接
を
実

施
し
ま
す
。　

学
務
課

775−

９
６
０
４
・
775−５
６
３
３座

講
救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

平
成
29
年
１
月
21
日
㈯
９
～
12

時　

市
消
防
本
部　

成
人
に

対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
自
動
体
外

式
除
細
動
器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

の
使
用
方

法
な
ど　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上　

20
人(

応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選)　

往

復
は
が
き
に
、講
習
日
、住
所
、氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
在

勤
の
人
は
勤
務
先
名
、在
学
の
人
は

学
校
名
を
記
入
し
て
、
12
月
20
日

㈫
～
平
成
29
年
１
月
９
日
㈷（
必

着
）に
東
消
防
署
管
理
課(

〒
362−

０
０
１
３
上
尾
村
537)

へ　

東
消

防
署
管
理
課
775−

１
３
１
０
・

770−１
９
０
２

大
人
の
塗
り
絵
体
験
講
座

　
日
々
の
忙
し
い
毎
日
を
忘
れ
て
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
自
分
の
時
間
の

中
、
ど
の
よ
う
な
色
を
選
ぶ
か
没

頭
し
迷
い
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ス
解

消
に
な
る
大
人
向
け
の
塗
り
絵
の

塗
り
方
を
学
び
ま
す
。　

平
成

29
年
１
月
25
日
㈬
13
時
30
分
～
15

時
30
分　

プ
ラ
ザ
22　
【
講
師
】

藤
岡
敬
三
さ
ん(

サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

認
定
大
人
の
塗
り
絵
講
師
）　

市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

20
人(

先
着
順)　

12
月
6
日
㈫

か
ら
電
話
で
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
へ　
※
色
鉛
筆
、塗
り
絵

は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、

一
時
保
育
を
希
望
す
る
人
は
保
育

施
設
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
平
成

29
年
１
月
18
日
㈬
ま
で
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。　

男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー
778−５
１
１
１
・

778−５
１
１
２

2016. 12 No. 993

定員 持ち物とき　 ところ 内容 対象 費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

　 まなびすと 市 民 講 座 ～生涯学習を楽しもう～
生涯学習課　 775−9490・ 776−2250

芝川小学校特別教室、富士見小学校特別教室　 往復はがき(1人1枚)に講座番号、講座名、住所、氏名、年齢
(小・中学生は学校名、学年)、電話番号を記入して、締め切りまで(必着)に生涯学習課まなびすと係(〒362−8501
本町3−1−1)へ　※時間は13時30分～15時30分です。応募者多数の場合は抽選、5人未満の場合は中止になります。
講師はまなびすと指導者バンク活動推進会議の指導者です。

と　き 講座番号 講座名・講師・講座内容 対象・定員 参加費・持ち物 締切

12/25㈰ 芝−9
正月の花をいける(冨

とみ
山
やま
　雪
せつ
庭
てい
)　

若松、千両と菊やユリを取り入れ、めでたい正月
花を生けて楽しむ

小学1年生以上
20人

1,500円（花材など）
はさみ、雑巾、ごみ袋、持っ
ている人は花器（水盤、つぼ、
深皿）・剣山（オアシスも可
能）

12/13㈫

と　き 講座番号 講座名・講師・講座内容 対象・定員 参加費・持ち物 締切

12/24㈯ 富−18
ディスコン体験講座(渋

しぶ
谷
や
　精
せい
康
こう
)　

簡単スポーツのディスコン(2チームに分かれて
円盤を投げ、ポイントを競う)に参加して、健康
づくりや仲間づくりをする

成人
15人 上履き、汗拭きタオル、水筒 12/12㈪

12/28㈬ 富−19
お正月のいけばな(鈴木　豊

ほう
円
えん
)　

１年の多幸と無事を願って、心を込めて正月の
花を飾る

高校生以上
10人

1,800円（花材など）
花器、剣山（7x9㌢以上、あれば2
個）、はさみ、雑巾、新聞紙（3枚）
※飾る場所を応募はがきに記入
した人は、当日相談に応じます。

12/16㈮

1/22㈰
1/29㈰

連
続 富−20 初めての陶芸を楽しむ(太田　悦夫)　

陶芸の基礎を身に付けて、陶器作りを楽しむ
成人
8人

500円（材料と焼
しょう

成
せ い

など）
前掛けかエプロン、タオル 1/10㈫

【芝川市民講座】

【富士見市民講座】
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談(

１
人
45
分
・
予
約
制)　

３

人(

先
着
順)　
【
①
②
共
通
】
プ

ラ
ザ
22　

再
就
職
を
希
望
す
る

女
性　

12
月
１
日
㈭
か
ら
電
話

で
商
工
課
へ　

商
工
課

777−

４
４
４
１
・
775−５
０
２
４

認
知
症
予
防
講
座
・
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
予
防
講
座
と
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
認
知
症
予
防
講
座
で
は
、「
健

康
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
身
体
づ

く
り
」に
つ
い
て
講
義
し
、認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
は
、
認

知
症
へ
の
正
し
い
知
識
な
ど
を
身

に
付
け
ま
す
。講
座
を
通
じ
て
、地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
方

法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
平
成

29
年
１
月
18
日
㈬
14
～
16
時（
受

け
付
け
／
13
時
30
分
～
）　
【
講

師
】前ま

え
ぞ
の園

徹と
お
る

さ
ん（
上
尾
中
央
医
科

グ
ル
ー
プ
地
域
健
康
推
進
研
究
所

所
長
）　

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
埼
玉
県
」で
検
索（

 
http://w

w
w

.pref.saitam
a.

l g.jp/a0105/em
ado/

）　

電

子
申
請
に
つ
い
て
／
県
福
祉
部
地

域
包
括
ケ
ア
課
830−３
２
５
１
・

830−４
７
８
１
、そ
の
他
／
高
齢

介
護
課

775−

５
１
２
４
・
776−

８
８
７
２

お
と
な
の
�Ｎニ

ッ

ポ

ン

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
�講
座

「
知
ら
れ
ざ
る
剣
術
の
世
界
」

　
学
校
武
道
が
埼
玉
県
人
の
努
力

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。武
道
の
近
代

化
に
尽
力
し
た
渋
沢
栄
一
や
埼
玉

の
撃
剣
文
化（
試
合
剣
術
）に
つ
い

て
学
び
ま
す
。　

12
月
18
日
㈰
・

24
日
㈯
10
時
～
11
時
30
分　

プ

ラ
ザ
22　
【
講
師
】大お

お

保ぼ

木き

輝て
る

雄お

さ

ん(

埼
玉
大
学
名
誉
教
授)　

市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

30
人(

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選)　

往
復
は
が
き(

１
人
１
枚)

に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、講
座

名
を
記
入
し
て
、
12
月
12
日
㈪
ま

で(

必
着)

に
生
涯
学
習
課(

〒
362−

８
５
０
１
本
町
３−

１−

１)

へ　

生
涯
学
習
課
775−

９
４
９
０
・

776−２
２
５
０

講
演
会「
こ
ど
も
の
貧
困
と
支
援
」

12
月
18
日
㈰
14
～
16
時　

プ

ラ
ザ
22　

子
ど
も
の
貧
困
を
当

事
者
の
立
場
か
ら
考
え
る　
【
講

師
】小お

河が
わ

光こ
う

治じ

さ
ん（
子
ど
も
の

貧
困
対
策
セ
ン
タ
ー
あ
す
の
ば
代

表
理
事
）　

90
人(

先
着
順)　

12
月
17
日
㈯
ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人

な
ご
み
へ　

特
定
非
営
利
活
動

法
人
な
ご
み
780−

２
２
８
６
・

ageonagom
i@

yahoo.co.jp

ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
看
護
職
の

人
の
再
就
業
技
術
講
習
会

平
成
29
年
１
月
18
日
㈬
～
20
日

㈮　

上
尾
甦
生
病
院　

看
護

の
最
新
の
知
識
や
技
術
を
現
場
で

研
修
し
、
職
場
復
帰
に
つ
な
げ
る

講
習
会　
※
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。　

離
職
中
の

看
護
師
・
准
看
護
師　

５
人(

先

着
順)　

白
衣
、
白
い
靴　

平

成
29
年
1
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ　

県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
824−７
２
６
６

２
０
１
６
あ
げ
お
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
近
隣
観
光
協
会

駅
de
ほ
っ
と
市

12
月
17
日
㈯
12
～
17
時　

Ｊ

Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路　

上
尾
市・

桶
川
市
・
北
本
市
・
鴻
巣
市
・
伊

奈
町・川
越
市・久
喜
市
の
物
産
展
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
と
の
交
流
会
、
幼

稚
園
児
や
小
学
生
の
合
奏　

市

観
光
協
会
775−５
９
１
７
・
775−

５
０
２
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

12
月
17
日
㈯
10
時
～
15
時
30
分　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

県
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
出
前
セ
ミ
ナ
ー
・

個
別
相
談
会

①
魅
力
的
に
見
せ
る
！
面
接
準
備

セ
ミ
ナ
ー　

平
成
29
年
１
月
17

日
㈫
10
時
～　

面
接
官
の
視
点

を
知
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
よ

く
あ
る
質
問
の
準
備
を
す
る　

20
人(

先
着
順)　
②
個
別
相
談
会
　

平
成
29
年
１
月
17
日
㈫
13
時
15

分
～
16
時　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
再
就
職
の
個
別
相

で

高齢介護課　 775−6473・ 776−8872

健康長寿リーダー 養成講座

　地域の健康づくりや介護予防を推進する健康長寿リーダー養
成講座を開催します。　 下表のとおり　 大石公民館　 市
内に在住・在勤・在学の人　 25人(先着順）　 12月16日㈮ま
でに直接か電話またはファクスで高齢介護課へ

とき 内容
第1回 12月18日㈰ 認知症を地域で支える
第2回 平成29年1月15日㈰ 介護予防の運動と栄養
第3回 29日㈰ 在宅歯科と口腔ケア
第4回 2月12日㈰ 生活習慣病予防と健康づくり
第5回 26日㈰ 高齢者とのコミュニケーション
第6回 3月12日㈰ 発表会

※いずれも10〜12時です（全6回）。※全て出席の人には修了証が発行されます。
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講
演
／
田
中
入い
る
馬ま

さ
ん(

セ
カ
ン
ド

ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
事
務
局
長)

に
よ
る「
福

祉
講
演
フ
ー
ド
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

い
う
支
援
」　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
／

家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち

寄
り
、
集
ま
っ
た
も
の
を
市
内
で

活
動
し
て
い
る
子
ど
も
食
堂
や
彩

の
国
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
し
て
必
要
な
人
へ
配

布
す
る　
※
賞
味
期
限
が
１
カ
月

以
上
あ
り
、
保
存
の
利
く
食
品
な

ど
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
。　
そ

の
他
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
市
内
福
祉
施
設
に
よ
る

自
主
生
産
品
の
販
売
、
あ
げ
お

の
地
域
福
祉
展(

パ
ネ
ル
展
示)

な

ど　

上
尾
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

773−
７
１
５
５
・
772−

８
６
４
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

荒
川
の
自
然
を
守
る
会
の
催
し

①
竹
林
の
自
然
観
察
と
管
理　

12
月
３
日
㈯（
雨
天
中
止
）　
②
鳥

の
観
察
と
ア
シ
刈
り　

12
月
11

日
㈰（
雨
天
中
止
）　
③
カ
ヤ
ネ
ズ

ミ（
巣
）の
観
察
と
ア
シ
刈
り　

12
月
17
日
㈯（
小
雨
決
行
）　

●

①
～
③
共
通
９
時
30
分
～
12
時　

三
ツ
又
沼
ビ
オ
ト
ー
プ（
平
方
）　

【
集
合
】三
ツ
又
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
駐

車
場
・
９
時
30
分　

100
円(

保
険

料)　

飲
み
物
、
軍
手
、
鎌(

持
っ

て
い
る
人)　
【
服
装
】長
袖
・
長
ズ

ボ
ン
、
帽
子　
※
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

菅
間

090−９
６
４
１−５
２
８
８

子
牛
・
ミ
ニ
豚
の
写
生
会

優
秀
作
品
の
展
示

　
11
月
13
日
に
開
催
し
た
あ
げ
お

産
業
祭
の｢

子
牛
・
ミ
ニ
豚
の
写

生
会｣

応
募
作
品
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。　

12
月
３
日
㈯
～
平
成
29
年
１
月

９
日
㈷
10
～
17
時　

榎
本
牧
場

(

畔
吉
736−

１)　

農
政
課

775−

７
３
８
４
・
775−９
８
７
２

昨年の子牛・ミニ豚の写生会

サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ
ス
ト
地
の

草
刈
り
作
業
と

ワ
シ
・
タ
カ
観
察
会

　
普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
生
き
物
を
み
ん

な
で
探
し
、専
門
家
が
生
態
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。親
子
で
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。　

12
月
11

日
㈰
９
時
30
分
～
13
時（
雨
天
の
場

合
は
、
12
月
18
日
㈰
に
延
期)　

サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ
ス
ト
地(

領
家)　

【
集
合
】養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
和
園
・

９
時
10
分
ま
た
は
現
地
・
９
時
20
分　

１
時
間
程
度
の
軽
作
業
と
自
然

観
察　

30
人(

先
着
順)　

軍

手
、長
靴
、雨
具
、昼
食
、飲
み
物
、

お
わ
ん
、箸　
※
豚
汁
を
用
意
し
ま

す
。　

12
月
７
日
㈬
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
環

境
政
策
課
へ　

環
境
政
策
課

775−６
９
２
５
・
775−９
８
７
２
・

s251000@
city.ageo.lg.jp

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

上
尾
支
部
の
催
し

多
様
な
生
き
も
の
の
す
む
自
然
の

た
め
に
働
こ
う
！
　
12
月
４
～

25
日
の
毎
週
㈰（
小
雨
決
行
）　

サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ
ス
ト
地（
領
家
）　

200
円（
保
険
料
）　

飲
み
物
、

長
靴
、
軍
手　

開
催
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
で
上
尾
支
部
の
小
川

へ　

小
川
781−

０
８
８
７

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

12
月
の
開
催
日

　
収
益
金
は
、
都
市
基
盤
の
整
備

な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。　

12

月
１
日
㈭
～
４
日
㈰
、
７
日
㈬
～

12
日
㈪
、
15
日
㈭
～
19
日
㈪
、
26

日
㈪
～
31
日
㈯　
【
場
外
発
売
】

12
月
１
～
４
日
、
７
～
12
日
、
15

～
31
日　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸

田　

県
都
市
競
艇
組
合

823−

８
７
１
１
・
823−８
７
０
９
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定員 持ち物とき　 ところ 内容 対象 費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

2月11日㈷・12㈰14時～(開場／13時
15分)　 イコス上尾　 べルディ『ア
イーダ』、ロッシーニ『セビリアの理髪
師』、プッチーニ『蝶々夫人』、それぞ
れから抜粋　【出演】①田中暁子②渡
邉智

さと

美
み

③加
か

耒
く

徹④川野浩
ひろ

史
ふみ

⑤又吉秀
樹（写真番号・敬称略）、あげオペラ管
弦楽団、あげオペラ合唱団　【指揮】
尾花拓

たく

音
と

　【総監督】安
あ

曇
ずみ

麻
ま ゆ り

悠理　【チ
ケット販売】 12月11日㈰9時～　
イコス上尾、コミュニティセンター　
3,000円（自由席）　※未就学児の入
場はできません。

イコス上尾　 772−1611・ 772−1614

あげオペラガラコンサート
～市民の歌声とともに～

①②

③

④

⑤
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上平公民館 〒362−0008　上平中央3−31−5　 775−9308・ 770−1102

大谷公民館 〒362−0044　大谷本郷949−1　 781−0892・ 780−1113

漱石生誕150年に当たる平成29年、専門家を招き、いまだに色あせない
漱石文学を読むことで、その魅力を探っていく

ひと針ひと針刺しながら、毎日を素敵に彩る小物(ストラップ・コース
ター)を楽しく作る

集中力・創造力を高め、洞察力が身に付くといわれる“囲碁”の楽しさ・
奥深さを初体験！

文学講座～漱石『坊っちゃん』の魅力を探る～

はじめての「こぎん刺し」
～おうちでゆっくり針仕事～

子ども囲碁教室
～一緒にやろうよ！初めての囲碁～

平成29年1月11・18日のいずれも13:30～15:00(全2
回)　 市内に在住・在勤　 『坊っちゃん』の本　
12月20日㈫までに往復はがきで

平成29年1月23・30日のいずれも㈪13:00～15:00
(全2回)　 市内に在住・在勤　 600円　 15人　
縫い針、糸切りばさみ、18㌢ぐらいの定規　 平
成29年1月13日㈮までに往復はがきで

12月26日㈪・27日㈫、平成29年1月6日㈮のいず
れも9:30～11:30(全3回)　
市内に在住の小学生　 20人　
12月16日㈮までに往復はがきで

上尾市新春囲碁大会　
平成29年1月14日㈯9時～16時30分　 コミュニティ

センター　 段・級別によるクラス別対局。日本棋院棋
士・酒井真樹八段との指導対局も開催予定(ジュニア〈中
学生以下〉・レディースクラス〈有段者以外〉もあり)　
市内に在住・在勤・在学または市内の囲碁団体に所属
する人　 千円(女性・中学生以下は500円)　 200人　
往復はがきに、氏名、住所、電話番号、段、級位を記入

して、12月16日㈮まで(必着)に囲碁大会実行委員会事務
局(〒362−8501本町3−1−1生涯学習課内)へ　※団体申し
込みの場合は問い合わせてください。

上尾市新春将棋大会　
平成29年1月28日㈯9時30分～16時30分　 コミュ

ニティセンター　 クラス別による対局①一般Ａクラス
／三段以上、Ｂクラス／二段と初段、Ｃクラス／１級以
下②Jクラス／小・中学生③Ｌクラス／女性　※一般ク
ラスは年齢・性別を問いません。　※プロ棋士による指
導対局があります。　 市内に在住・在勤・在学の人ま
たは市内の将棋サークルに所属する人　 千円(高校生
以下・女性は500円）　 130人　 往復はがきに、住所、
氏名、電話番号、年齢、希望クラス、棋力(段・級・なし)
を記入して、平成29年1月13日㈮まで（必着）に将棋大会
実行委員会（〒362−0059平方4326−5深澤國昭）へ

生涯学習課　 775−9490・ 776−2250

囲碁大会・将棋大会
新春

「藤波の餅つき踊り」
市指定無形民俗文化財

　江戸時代後期から伝わるとされている民俗芸能で、
市指定無形民俗文化財に指定されています。リズミカ
ルでダイナミックな餅つき踊りをお楽しみください。
つきあがった餅は初詣の参拝者に振る舞われます。　
平成29年1月1日㈷０時～　 藤波天神社(藤波一丁
目)　 4～8人で行われる「立ちボーウチ」｢座りボーウ
チ｣｢八人づき」の演目の他、餅を入れずにつく｢曲づき｣
などの演目を2回上演

昨年の｢藤波の餅つき踊り｣

生涯学習課　 775−9496・ 776−2250
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直接または電話で受け付ける講座(教室)を除き、全て「往復はが
き」です。往復はがき（1人〈組〉1枚）に講座名、住所、氏名（ふりが
な）、電話番号、年齢、学校名・学年（小・中学生）を記入の上、申
込日まで（必着）に各公民館へ。応募者多数の場合は抽選します。

申し込み
方法

2016. 12 No. 993

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

12 1月
上尾公民館 休館中事務室：〒362−0037　上町2−14−19（教育センター内）　 775−0185・ 776−7366

平方公民館 〒362−0059　平方905−1　 726−3446・ 726−3991

原市公民館 〒362−0021　原市3499　 721−4948・ 721−4946

料理に必要な基礎を学ぶ。習った後、家で１人でも作れるメニュー｢タコ
ライス｣をメインに、季節のポタージュやゼリーを作る

60歳以上の人を対象にした3回連続講座。1回目／人権講座～男の人権・
女の人権～　2回目／カラダのゆがみを整えるストレッチ　3回目／“争
族にならないための相続講座

「ふるさと学級m
ミ ニ

ini」の一般市民向け公開講座。男女の違いを認識し、性
差別なく尊重し合うための、楽しく学べる講座

県の姉妹友好提携についての説明と、その中の2カ国であるアメリカと
オーストラリアについて、アメリカ人とオーストラリア人の国際交流員が
歴史を中心に紹介する

笑い（ラフター）とヨガの呼吸法を組み合わせたラフターヨガを楽しく体
験する

洋風おせち料理（ロールドビーフ・スモークサーモンのムース他）を親子
で協力して作る

料理づくり(ローストポーク･野菜の蒸し煮･アーモンド入りライスプディ
ング他)とクリスマスのお話

箏
こと

と尺八が奏でる音楽で癒やしのひと時を楽しむ（『春の海』、日本の歌メ
ドレー他）

子ども料理教室～１人で作れる基礎のキソ～

ふるさと学級m
ミ ニ

ini

人権講座～男の人権・女の人権～

異文化探訪～第3回埼玉の姉妹都市
(県の姉妹友好州省)～

ラフターヨガ体験教室

親子お正月料理教室（西洋料理編）

北欧･デンマークの伝統的クリスマス料理と
暮らし

新春コンサート

12月26日㈪9:30～12:00　 西保健センター　
市内に在住・在学の小学4～6年生　 400円　
20人　 12月14日㈬までに往復はがきかメー

ル（ s723000@city.ageo.lg.jp）で(家族は1枚に
2人以上の記入も可)

平成29年1月13～27日の毎週㈮14:00～15:45
(全3回)　 コミュニティセンター　
市内に在住・在勤・在学か市内団体に所属する

人　 40人　 12月15日㈭までに往復はがきか
メール（ s723000@city.ageo.lg.jp）で(家族は1
枚に2人以上の記入も可)

平成29年1月13日㈮14:00～15:45　
コミュニティセンター　 市内に在住・在勤・

在学　 20人　 12月19日㈪までに往復はがき
かメール（ s723000@city.ageo.lg.jp）で(家族
は1枚に2人以上の記入も可)

平成29年1月17・24日のいずれも㈫14:00～
15:30（全2回）　 青少年センター　 市内に在
住・在勤・在学・市内団体に所属する人　 30
人（先着順）　 電話かメール( s723000@city.
ageo.lg.jp)で

平成29年1月16日・30日のいずれも㈪10:00～11:30
（全2回）
市内に在住・在勤　
30人　
12月22日㈭までに往復はがきで

12月17日㈯9:30～13:00　
市内に在住・在勤の親子　
１,200円　 24人(12組)　
12月11日㈰までに往復はがきで

12月21日㈬9:30～13:30　
市内に在住　
千円　 24人　
12月12日㈪までに往復はがきで

平成29年1月14日㈯14:00～15:30(開場／13:30)　　
80人　※当日、直接会場へ。

大石公民館 〒362−0063　小泉9−28−1　 726−6615・ 726−6616
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生
涯
学
習
課

775−９
４
９
６
・
776−２
２
５
０

■
墨ぼ

く

泉せ
ん

会｢

墨
と
彩
の
絵
画
展｣

12
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬
10
～
17
時

(

１
日
は
13
時
か
ら
、７
日
は
15
時

ま
で)　

■
第
14
回
墨ぼ

っ

華か

展（
漢
字
・
調
和

体
・
か
な
・
ペ
ン
字
）　
12
月
８
日

㈭
～
14
日
㈬
10
～
18
時(

14
日
は

16
時
ま
で)　
　

■
第
６
回
颯か

ぜ

の
会　
油
絵・水
彩・

パ
ス
テ
ル
・
植
物
画
展　
12
月
15

日
㈭
～
21
日
㈬
10
～
17
時(

15
日

は
13
時
か
ら
、21
日
は
16
時
ま
で)　
　

■
伊
奈
学
園
工
芸
展　
12
月
24
日

㈯
～
27
日
㈫
11
～
18
時(

27
日
は

16
時
ま
で)　

■
加
藤
利
造　
水
彩
画
展　
12
月

１
日
㈭
～
７
日
㈬
11
～
17
時(

１

日
は
13
時
か
ら
、
７
日
は
16
時
ま

で)　 市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

市
役
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー

畔吉178　 780−1030・ 726−7901

●クリスマス飾り作り

体験もの作り教室

12月23日㈷9:30～12:00
ドングリや松ぼっくりで自由に工作する　
36人(先着順)　　　
12月1日㈭から直接または電話で

12月

12月1日〜

 12月27日

	毎週㈪	11	:	00	～	11	:	30	(12/26・1/9を除く)	 20人
	毎週㈫	11	:	00	～	12	:	00	(12/27・1/3を除く)	 20人
	毎週㈫	14	:	00	～	15	:	00	(12/27・1/3を除く)	 20人
毎週㈭	11	:	00	～	11	:	40	(12/29・1/5を除く)	 15人
	毎週㈭	14	:	00	～	14	:	40	(12/29・1/5を除く)	 15人
	毎週㈮	11	:	00	～	12	:	00	(12/23・30・1/6を除く)	 10人

	毎週㈪	10	:	30	～	11	:	30	(1/9を除く)	 15人
	毎週㈪	12	:	00	～	12	:	40	(1/9を除く)	 15人
	毎週㈪	13	:	00	～	13	:	30	(1/9を除く)	 15人
毎週㈫	10	:	30	～	11	:	30	(1/3を除く)	 25人
	毎週㈫	11	:	45	～	12	:	45	(1/3を除く)	 15人
	毎週㈫	15	:	30	～	16:	30	(1/3を除く)	 20人
	毎週㈫	18	:	00	～	18	:	30	(1/3を除く)	 10人
	毎週㈭	10	:	30	～	11	:	30	(12/15・1/5を除く)	 10人
	毎週㈭	12	:	00	～	13	:	00	(12/15・1/5を除く)	 15人
	毎週㈭	13	:	30	～	14	:	30	(1/5を除く)	 20人
	毎週㈭	19	:	00	～	20	:	00	(12/29・1/5を除く)	 20人
	毎週㈮	10	:	30	～	11	:	00	(12/23・30・1/6を除く)	 15人
	毎週㈮	19	:	00	～	20	:	00	(12/23・30・1/6を除く)	 15人

自然学習教室
●マツボックリを観察しよう

体験もの作り教室
●手打ちそば

●しめ縄

●凧
たこ

作り教室

●門松作り

●手作り望遠鏡を作ろう
上尾天文台まつり

12月1１日㈰9:30～12:00(雨天決行)　 小学生以上　※小学
4年生以下は保護者同伴です。　 12組36人(先着順)　 作品
を持ち帰る袋　【服装】活動しやすい服装　 12月1日㈭から

12月21日㈬9:30～12:30　 800円(1組)　 16組(1家族1
人前、応募者多数の場合は抽選)　 エプロン、三角巾、手
拭き、持ち帰り用容器　 12月8日㈭まで(必着)に往復はが
きで

12月25日㈰9:30～11:30　 500円　 15組(応募者多数
の場合は抽選)　 木ばさみ　【服装】床に座って作業がで
きる服装　 12月8日㈭まで(必着)に往復はがきで

1月9日㈷9:30～12:00　 小学生以上　※小学4年生以下は保
護者同伴です。　 千円　 15人(先着順)　 手袋、帽子　 12
月1日㈭から参加費を用意して直接

12月25日㈰13:30～15:30　 小学生以上　※小学4年生以下
は保護者同伴です。　 12組(先着順)　 軍手、持ち帰り用レ
ジ袋(大)　 12月1日㈭から直接または電話で

12月18日㈰13:30～15:30　 小学生以上　※小学4年生以下
は保護者同伴です。　 500円　 25人(先着順)　 筆記用具　
12月１日㈭から参加費を用意して直接

西貝塚17−1　 783−1126・ 726−7657
【開館時間】10:00～21:00

【12月の休館日】毎週㈬・31日㈯
※29日㈭・30日㈮は17時までの短縮営業

12月16日〜1月15日

市内循環バス“ぐるっとくん”平方小敷谷循環・平方丸山公園線で｢わくわくランド｣下車

⑳健康相談　 12月20日㈫　13:15～14:15　

全ての教室は、日程が変更になることがあります。詳しくは問い合わせてくださ
い。　※月額3,500円で有料教室受け放題の｢教室パック｣もあります。

30分前からプール監視員室前（②③⑥は10:15からフロント）　 水着・スイムキャップ

10：15からフロント　 運動する服装、室内靴

高校生以上　 300円　※⑭は500円（①④⑤⑧⑨⑬⑱⑳は入館料だけ）

カイロプラクティック「てててのて」
ハンドエステ始めました！　※時間、料金など詳しくは問い合わせてください。

ジュニアスイム～中級クロール～

わくわくイングリッシュスクール

1月19日～3月9日の毎週㈭（全8回）17：00～18：00　 小学
生　 8千円(入館料込み)　 20人(先着順)　 12月1日㈭～
25日㈰までに直接または電話で

①5・6歳コース（遊びを通して楽しく英語を覚える）②小学1・
2年生コース（簡単な英語を練習する）　 1月20日～2月24日の
毎週㈮	（全6回）　※時間は①16：00～16：40②17：00～18：00で
す。　 ①5・6歳（年中、年長）②小学1・2年生　 6,500円(教
材費・入館料込み)　 各10人(先着順)　 筆記用具　 12月1日
㈭～直接または電話で

※自然観察会・太陽の観察会(毎週㈯㈰開催)、天体観望会(毎週㈯開催)について詳しくは、自然学習
館へ問い合わせてください。市内循環バス“ぐるっとくん”平方丸山公園線で｢自然学習館｣ 下車

①
②
③
④
⑤
⑥

水中ウオーキング
アクアビクスⅠ
アクアビクスⅡ
ワンポイントスイム
からだ元気！！アクアコンディショニング
ファンファンスイム

⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲

エアロッチ
からだ整えバレエ体操
スロートレーニング
ヨガ
ベリーダンス
骨盤エクササイズ
レッツ!!フィットネス
夜ver.
ママFitness
エアロビクス
リズムピラティスⅠ
リズムピラティスⅡ
スロートレーニング
エアロッチ夜ver.

川
桶
↑

↓
宮
大線

崎
高
Ｒ
Ｊ

館
ル
テ
ホ

サロン館

ザ
ラ
プ
館

駅
尾
上

ル
ク
イ
サ 道

山
中
旧

道
国

号

所
役
市

アリコベール上尾
サロン館２階

市民ギャラリー

市役所本庁舎
東棟１階

市役所ギャラリー

東口
ロータリー

宏栄橋

N
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市民相談
相続、離婚相談など

弁護士相談
相続、離婚、契約、交通事故の示談・損害賠償、
調停・訴訟手続きなど

消費生活相談
架空請求（メール・郵送）、クーリング・オフ、
契約トラブルなど消費生活についての相談、多
重債務相談

国民年金相談
※相談内容によっては年金事務所へ案内する
こともあります。

家庭児童相談
0～18歳の子どもの養育相談

少年相談
青少年の悩み事（学校・家庭での問題、交友関
係、非行など）の相談

子ども・若者相談
ニート・ひきこもりなど自立に向けて悩んでい
る本人またはその家族のための相談(市内に在
住のおおむね15～30歳代)

いじめ相談
いじめに関する相談（電話）

運動発達訓練・相談
運動機能の発達に不安や課題のある乳幼児の
個別訓練・相談（小・中学生も一部対象）
言語発達訓練・相談
言葉の発達に不安や課題のある幼児の個別訓
練・相談(おおむね3歳～未就学児)

教育相談
不登校、子どもの性格・行動、知的発達、言葉
について、学業など（電話・来所いずれも可）

内職相談
内職の相談・紹介、求人の受理、就業情報の提
供など

一般職業相談
若年者から高齢者までの職業相談・紹介、求人
の受理、求人情報の提供など

就学相談
障害のある幼児・児童・生徒の就学

育児・発達相談
子育ての不安や発達の心配など司法書士相談

相続、遺言、離婚、不動産、会社の登記、少額の
民事裁判、債務整理、成年後見手続きなど

税理士相談
相続、贈与、所得税、その他税金問題全般

行政書士相談
相続、遺言、贈与、離婚協議、農地転用、建設・運
送業許可申請、成年後見・会社設立の手続きなど

不動産相談
不動産の売買・賃貸など

行政相談
国の行政事務についての要望や苦情
住宅増改築・修繕相談
住宅の増改築・修繕

女性のための相談
自分自身の生き方、夫や家族との関係、夫や恋
人からの暴力などで悩んでいる女性のための相
談

女性のための法律相談
離婚、夫や恋人からの暴力など法律の問題で
悩んでいる女性のための女性弁護士による法
律相談

女性のためのDV電話相談
配偶者からの暴力（ドメスティック・バイオレ
ンス）に関する相談

人権相談
家庭内の不和、相続、不動産貸借・売買、人権
にまつわる悩み事・もめ事など

外国人市民のための相談
（ハローコーナー）
外国人市民の生活情報の提供や相談など

暴力追放相談
暴力団対策の相談

市民相談室（市役所第三別館 1 階）　 775 − 4643
※事前予約は、各相談日の 1カ月前から受け付けます。受け付け開始日
が、㈯㈰㈷などに当たる場合はその直前の平日になります。

交通防犯課（市役所 4 階）　 775 − 5138　 775 − 9927

保険年金課（市役所 1 階）　 775 − 5137　 775 − 9827

家庭児童相談室（発達支援相談センター内）
776 − 6164　 776 − 6127

教育センター（市役所別館〈青少年センター〉1 階）
776 − 7600　 776 − 7604

内職相談室（JR上尾駅東口プラザ館5階ワークプラザあげお）
773 − 3200

ふるさとハローワーク
（JR 上尾駅東口プラザ館 4 階ワークプラザあげお）

773 − 3500

子ども・若者相談センター（市役所 5 階）
783 − 4964　 774 − 5342

少年愛護センター（市役所別館〈青少年センター〉2階）
0800 − 800 − 4188（フリーダイヤル）
048 − 775 − 8718（携帯電話）　 776 − 2117

子ども・いじめホットライン・ホットメール
0120 − 556 − 290（フリーダイヤル）
556soudan@city.ageo.lg.jp

発達支援相談センター（本町 4-13-1 上尾保育所 2 階）
776 − 6166　 776 − 6127

男女共同参画推進センター（市役所第三別館 1 階）
778 − 5110（相談専用電話）　 778 − 5112

市役所 7階大会議室
人権男女共同参画課　 775 − 5117　 778 − 5112

市民相談室（市役所第三別館 1 階）
市民協働推進課　 775 − 4597　 775 − 9819

消費生活センター（コミュニティセンター 2 階）
775 − 0801　 776 − 4600

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

 ㈯㈰、9日㈷を除く
 毎日
   8  ： 30～ 12：00
 13： 00～ 17：00
 11日㈬、20日㈮、25日㈬
  10： 00～ 12：00
 13： 00～ 15：00
  （1回の相談は25分）

㈯㈰、9日㈷を除く
毎日

 10： 00～ 12：00
 13： 00～ 16：00

 ㈯㈰、9日㈷を除く
 毎日

   9 ：00～ 12：00
  13： 00～ 16：00

 ㈯㈰、9日㈷を除く
 毎日

   9 ：00～ 12：00
  13： 00～ 16：00

 ㈯㈰、9日㈷を除く
 毎日

   9 ：00～ 12：00
  13： 00～ 16：00

 毎週㈫㈮
  10： 00～ 12：00
  13： 00～ 16：00
  （1回の相談は50分）

 毎週㈫㈮
  10： 00～ 12：00
  13： 00～ 16：00

 ㈯㈰、9日㈷を除く
 毎日

   9 ：00～ 17：00

 ㈯㈰、9日㈷を除く
 毎日

  10： 00～ 17：00

 ㈯㈰、9日㈷を除く
 毎日

  10： 00～ 17：00
  （予約受け付けは
 16： 30まで）

 ㈯㈰、9日㈷を除く
 毎日
   8  ： 30～ 12：00
 13： 00～ 17：00

  5日㈭
  13： 00～ 15：30
  （1回の相談は30分）

  18日㈬
  10： 00～ 15：00
  （1回の相談は35分）

  17日㈫
  13： 00～ 16：00
  （1回の相談は30分）
 10日㈫
  13： 00～ 16：00
  （1回の相談は30分）
 10日㈫
  10： 00～ 12：00
 13日㈮
  13： 00～ 15：00

  毎週㈬
  10： 00～ 12：00
 13： 00～ 16：00
 （1回の相談は50分）

 17日㈫
 13： 00～ 16：00
 （1回の相談は30分）

9日㈷を除く毎週㈪㈭
  10： 00～ 12：00
  13： 00～ 16：00

 25日㈬
  10： 00～ 12：00
  13： 00～ 15：00

9日㈷を除く毎週㈪
 9 ： 00～ 12：00
英語・スペイン語
13： 00～ 16：00
中国語・スペイン語・
ポルトガル語

 10日㈫
  13： 00～ 16：00

1
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事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

心配ごと相談
家庭内の悩み事、社会的な問題、介護など

社会福祉協議会（総合福祉センター内）
773 − 7155　 772 − 8647ところ

 ㈯㈰、9日㈷を除く
 毎日

   9 ：00～ 12：00
  13： 00～ 17：00

 ※全ての相談が1日㈷〜3日㈫を除く

事前予約
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�育児のあれこれおしゃべりホットタイム�10：30〜11：30	
0〜1歳児
�昔あそびの日�15：30〜17：30
�おしゃべりサロン	11：00〜11：30　 0歳児と保護者
�ももっこ広場	10：00〜11：00　 上尾西保育所　 1歳児
〜　 20組(先着順)　	 直接または電話

　

　

　
�体験トランポリン教室�9：20〜12：00　 3歳児〜小学
生　 48人(先着順)　 9：05から整理券を配布
�おりがみひろば	14：00〜15：00　 幼児・小学生
�昔あそびの日�14：15〜15：15

�なかよしひろば�11：00〜11：30	 乳幼児
�よちよち	10：00〜11：00　 1歳4カ月〜1歳11カ月児　
15組(先着順)　 直接または電話

�おはなし会	13：30〜14：00	 乳幼児
�造形クラブ	14：30〜15：30	 小学生　 20人(先着順)　
12/5㈪〜直接または電話
��体験トランポリン教室�9：20〜12：00　 3歳児〜小学
生　 56人(先着順)　 9：05〜整理券を配布

�わんぱくひろば�11：10〜11：50	 3歳児と保護者
�やぎさん一座の手づくり紙芝居�14：00〜14：30
�おでかけ児童館こどもの城～ふれあい広場のクリス
マス～�10：30〜11：15　 瓦葺ふれあい広場　 原市・
瓦葺地区在住の未就園児と保護者　 20組(先着順)　
12/1㈭〜直接または電話
�7か月からの赤ちゃんの日	10：00〜12：00　 7〜11カ月
児　 35組(先着順)　 直接または電話

�にこにこピョン	11：00〜11：30　 市内在住の2歳児と
保護者　 30組（先着順）
�でんしゃで遊ぼう�14：30〜15：30　 2歳以上の未就学児

�ころころ�10：00〜11：00　 9〜11カ月児　 12組(先着順)　
直接または電話

�自由工作会	14：00〜15：00　 小学生〜　 10人(先着
順)　 12/5㈪〜直接または電話
�にこにこジャンプ�11：00〜11：30　 3・4歳の未就園児
と保護者　 30組(先着順)
�カプラの日�16：00〜17：00　 小学3年生以上

�ウィンターパーティ�15：00〜16：00
�にこにこバースデー	11：00〜11：30　 市内在住で12月
に2〜4歳になる未就園児と保護者　 10組(先着順)　
12/1㈭〜20㈫に直接または電話

�アッピリンピック�14：00〜15：00　 小学生
�アッピーバルーンアート�10：30〜11：00　 幼児・小学生
�ハンドベル体験教室�15：00〜15：30　 小学生
�こどもの城名作劇場	14：00〜15：00
�将棋教室	14：00〜16：00　 市内在住の小学生以上　
20人(先着順)　 12/1㈭〜直接または電話

�こままわし大会	14：00〜15：00　 小・中学生、高校生
�お琴の演奏と獅子舞	11：00〜11：30
�お正月遊び	14：30〜15：30　

�なかよしひろば	11：00〜11：30　 乳幼児
�あげおかるた大会	15：00〜16：00　 小学生〜　　

�よちよちひろば	10：30〜11：30　 0歳児と保護者
�がっきで遊ぼう	11：00〜11：30　 未就園児
�バドミントン遊び	16：00〜17：00　 市内在住の小学3
年生以上
�はいはい	10：00〜11：00　 1歳〜1歳3カ月児　 12組(先
着順)　 直接または電話

�ビデオ上映会�①11：00〜②14：00〜　 乳幼児〜小学生
�レクゲームの日�14：00〜15：00　 小学生
�読み語りの城～読書パスポートにスタンプを押すよ！～�
11：00〜11：30

�なかよしひろば�11：00〜11：30	 乳幼児

�にこにこひろば�10：30〜11：10	 2歳児と保護者
�はじめまして�10：00〜11：00	 3〜8カ月児　 15組(先
着順)　 直接または電話
�保育所であそぼう�10：00〜11：00　 あたご保育所　 1
歳6カ月児〜　 10組(先着順)　	 直接または電話
�園庭開放	10：00〜11：00　 畔吉保育所　 1歳6カ月児
〜　 10組(先着順)　 直接または電話

�やぎさん一座の手づくり紙芝居�11：00〜11：30
�6か月までの赤ちゃんの日	10：00〜12：00　 6カ月児ま
で　 35組(先着順)　 直接または電話

�すくすくひろば�10：30〜11：30　 0歳〜1歳6カ月児
�藤城清治絵本の読み聞かせ�14：00〜15：00
�バドミントン遊び	16：00〜17：00　 市内在住の小学3
年生以上

�つくってあそぼう�14：00〜15：00　 幼児・小学生　

�かぞくみんなのひろば�11：00〜11：30　 乳幼児
�ミニカーの部屋�14：00〜16：00　 幼児・小学生
�おもちゃの病院	13：00〜15：00
�カプラの日�14：00〜15：30　 小学3年生以上

�かるた大会�14：00〜15：00　 幼児・小学生
�カプラの日�16：00〜17：00　 小学3年生以上

16

 12/ 
15

12月
1月

25
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22
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21

�おもちゃの病院	13：00〜15：00
�ハンドベル体験教室�15：00〜15：30　 小学生
��わくわく工作～プラバンでストラップを作ろう～
①11：00〜12：00②14：30〜15：30　 市内在住の3歳児以
上　 各20人(先着順)

 1/ 
4

5

�けん玉であそぼう�16：00〜17：00　 幼児・小学生
�手芸の日�14：00〜15：00　 小学生　 20組　 12/5
㈪〜直接または電話
�おはなしの城	11：00〜11：30

�アイロンビーズを作ろう�14：00〜15：00　 小学生　
15人(先着順)　 12/5㈪〜直接または電話
�冬休み卓球大会�15：00〜16：00　 小学生〜
�みんなのおはなし	9：30〜10：00

27

28
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中妻5−28−1
779−2258

　　　　　	㈪〜㈯10：00〜16：00

のぞいてみよう！こどもの城
～お琴の演奏と獅子舞～

はじめまして

カオルキッズランド中妻園　子育て支援センター

　アッピーランドの体育遊戯室の舞
台で発表をしたい子どもや、子どもた
ちのために発表したい人は、児童館
アッピーランドに連絡してください。　
※発表は、全て0〜18歳までの子ども
向けのものです。　 12月23日㈷15：
00〜16：00

　新年早々、お琴の演奏に耳を傾けてみませんか。こと
しは初めて獅子舞もやって来ます。午後は、こま・ベーゴ
マ・羽子板・福笑いなどのお正月遊びをみんなで楽しめ
ます。ぜひ、遊びに来てください。　 平成29年1月4日
㈬11：00〜11：30、14：30〜15：30

平成29年1月12日㈭10
〜11時　 子育て支援セ
ンター　 ふれあい遊び、
絵本の読み聞かせ、子育
ての情報交換など　 3
〜8カ月の乳児と保護者

本町6−11−25　 779−7030
	　　　　　　9：00〜18：00
	　　　　　　　　20日㈫、29日㈭
〜31日㈯

今泉272　	 783−0888
	　　　　　　9：00〜18：00
	　　　　　　　		 8日㈭、22日㈭、
29日㈭〜31日㈯

春日2−20−3　 778−2008　 乳幼児とその保護者
　　　　　12月29日㈭〜31日㈯、㈷を除く㈪〜㈯	9：00
〜16：30(12：00〜13：00を除く)

●各講座の申し込み　12/5㈪から直接または電話で
12/5㈪の午前中は次の時間帯に（電話だけで受付）
2歳児以上／9：00〜10：00、1歳児／10：00〜11：00、
0歳児／11：00〜12：00

 

12月の休館日

 

開館時間

開館時間

開館日

開館日

 

 

　地域の子育て家庭の
集いの場所として、親子
で製作をしたり、ふれあ
い遊びをしたりして楽し
く活動しています。

●ぴよぴよ広場
　 毎週㈪㈫10：30〜12：00
●にこにこ広場
　 毎週㈭㈮10：30〜12：00
●手作り教室
　 12月7日㈬10：30〜12：00

12月の休館日

のぞいてみよう！アッピーランド
～ウィンターパーティ～
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日本脳炎予防接種
　日本脳炎の予防接種は、接種後に重

じゅう

篤
とく

な副反応を
発生した事例があったことから、平成17年度から21
年度まで日本脳炎予防接種の積極的な勧奨は行い
ませんでした。その後、新たなワクチンが開発され、
現在では通常通り予防接種を受けることができるよ
うになっています。
　この積極的な勧奨が差し控えられていたことによ
り、下表に該当する人は予防接種を受ける機会を逃
していることがあります。母子健康手帳を確認し、
まだ受けていない場合は、実施医療機関で接種を受
けましょう。

高齢者インフルエンザ予防接種
　接種できる期間は、12月25日㈰までです。　 65
歳以上の人　 1,500円　 予診票(市役所、支所・出
張所、東・西保健センターにある）、健康保険証　
実施医療機関に直接電話で予約

※接種間隔など詳しくは、東保健センターに問い合わせてく
ださい。

予防接種の
受け忘れは？

対象者 接種方法

平成7年4月2日～平成19年
4月1日生の人

20歳の誕生日の前日までに
全４回を接種

平成19年4月2日～平成21
年10月1日生で、7歳6カ月
までの間に第1期の3回が
終了していない人

第2期の接種期間(9～13歳
の誕生日の前日)に第1期の
未接種分を接種

　不妊症看護認定看護師などの資格を持つ妊活カウン
セラーが相談に応じます。
・�赤ちゃんが欲しいけれど、なかなか授からない
・�不妊治療ってどんなことをするの？いつから始めたら
いいの？
・�不妊治療を受けているけれど、検査や治療のことが
分からない
　このようなお悩みはありませんか？　5月から相談
が開始となり、これまで多くの人が利用しています。誰
にも話せず気持ちの整理ができない悩みを、この機会

に相談してみませんか？　
より良い歩みと選択がで
きるよう個別で対応しま
す。気軽に利用してくだ
さい。　 12月19日㈪、平
成29年1月24日㈫　※月１
回の開催になります。1組（1人）1時間（午前／2組、午後
／2組）です(要予約)。　 東保健センター　 市内に住
所があるご夫婦（相談は1人でも可）　 予約専用電話
（ 070−3131−7256）で

こうのとり相談（妊活・不妊相談）

　日本人は食塩を取り過ぎています。その中でも埼玉
県は食塩の摂取量が男性が11.9㌘、女性が9.7㌘と多く
なっています(平成26年度国民健康栄養調査埼玉県分
から）。
　食塩の取り過ぎは高血圧や心疾患の原因になりま
す。まずは男性8.0㌘未満、女性7.0㌘未満を目指して減
塩に取り組みましょう。

食塩を減らすコツ
・少しずつ薄味に慣れるようにする
・�しょうゆやソースは小皿に取って付ける
・�シソ、ショウガなどの香味野菜を味付けに使う
・スープは全て飲み干さない
・漬物などの食品は控えめにする
・食品は、塩分表示をよく見て買う
・�野菜をしっかり食べる（野菜はナトリウムを排せつ
するカリウムを多く含む。ただし、味付けには注意）

　市ホームページ内に食の
サイトを作りました。500㌔
㌍以下の定食レシピや1食当
たり食塩３㌘以下のレシピな
ど栄養士が考えたお薦めレ
シピを掲載しています。

　埼玉県では1食当たり食塩使用量3㌘
未満、野菜使用量120㌘以上のレシピを
｢埼玉県コバトン健康メニュー｣として推
奨しています。

減塩に取り組みましょう

減塩お役立ちサイト

食育ライブラリーに掲載の定食

食育ライブラリー
QRコード

コバトン健康メ
ニューQRコード

食育ライブラリー

埼玉県コバトン健康メニュー
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市
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会
～

　各事業についての詳細は上尾市健康カレンダーまたは市
ホームページをご覧ください。健康カレンダーは東・西保健
センター、市役所、各支所・出張所にも置いてあります。

■�離乳食教室開始期・初期　平成29年1月12日㈭10：00～
11：00【要予約】　 4か月児健診を終了した子どもと保護者
■�離乳食教室後期・完了期・託児有　平成29年2月16日㈭9：

30～13：00　 平成28年2・3月生まれの子どもと保護者
【要予約・12月22日㈭から】　
■�10か月児健康相談　12月15日㈭9：00～10：00　 平成28

年2月生まれの子どもと保護者
■�すくすく計測会　平成29年1月10日㈫9：30～11：00
■�にこにこ健康相談会　12月12日㈪9：30～10：30

母子・成人・精神保健事業スケジュール

母子保健 東保健センター

成人・精神保健 西保健センター

No.427

■�動いて楽しく脱メタボ塾　12月19日㈪、平成29年1月11日
㈬13：30～15：30【要予約】　 40～69歳の運動制限のない人
■�食事でむりなく脱メタボ塾　12月21日㈬14：15～14：45【要

予約】
■�統合失調症の家族サロン　12月15日㈭13：30～15：00
■�臨床心理士によるこころの悩み相談　平成29年1月6日㈮

13：15～16：10【要予約】
■�精神科医によるこころの健康相談　12月16日㈮、平成29

年1月12日㈭13：00～15：00【要予約】

　子どもの急病時(発熱、下痢、嘔
お う

吐
と

など)の家庭での対処法
や受診の必要性について、看護師が電話で相談に応じます。

【相談時間】㈪～㈯／19：00～翌朝7：00、㈰・㈷、12月29日～平成29
年1月3日／7：00～翌朝7：00

【電話番号】＃8000または 833−7911

　大人を対象とする夜間の急な病気やけがに関して、看護師
が電話で相談に応じます。

【相談時間】㈪～㈯／18：30～22：30、㈰・㈷、12月29日～平成
29年1月3日／9：00～22：30

【電話番号】＃7000または 824−4199　　　　
※広報掲載の後、当番医の変更が生じる場合もあります。各
新聞の埼玉版休日医欄も参考の上、お出掛けください。

●小児科／内科
「平日夜間及び休日急患診療所」で行っています。
（緑丘2−1−27東保健センター3階、 774−2661・ 772−1353）
【診 療 日】㈪～㈮（㈷、12月30日～平成29年1月3日を除く）
【受付時間】20：00～21：30

●小児科／内科／外科
「平日夜間及び休日急患診療所」（上記参照）で行っています。
 【診 療 日】㈰・㈷、12月30日～平成29年1月3日

【受付時間】9：00～11：30、13：00～15：30

●歯科
「北足立歯科医師会休日診療所」で行っています。
（鴻巣市赤見台１−15−23、 048−596−0275）
 【診 療 日】㈰・㈷、（12月30日～平成29年1月3日を除く）

【診療時間】9：30～12：30

平日夜間・休日診療 
小児の救急電話相談

大人の救急電話相談

平日夜間診療

休日診療

平日夜間及び休日急患診療所は、急患の人に応急的診療だけ行い
ます。慢性疾患の診療やかかりつけ医などと同様の精密検査など
には対応していません。また、投薬は最低日数分になります。

●歯科年末年始当番医　【診療時間】10：00～12：00
 7７3−9181 ・  776−2253三門歯科医院

12月30日㈮ 広瀬歯科医院
工藤歯科医院
河合歯科医院

31日㈯ 根岸歯科クリニック
吉田歯科医院
堀井歯科医院1月1日㈷
ほんだ歯科2日㈷
湯本歯科医院3日㈫

 722−7227 ・  722−7060
 7７2−8148 ・  772−8145
 7７5−6060 ・  772−1068
 7７4−0461 ・  777−0146
 7７5−9195 ・  775−5255
 7７5−2155・  776−2614
・  772−8779
・  776−2211

●産婦人科　12月当番医【診療時間】9：00～12：00、13：00～16：00

11・25日
4・23・31日

18・30日 上尾中央総合病院

ひらしま産婦人科
ナラヤマレディースクリニック

 773−1111・  773−7122
 7７1−0002・  771−3922
 722−1103・  722−1146
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年末年初公休日期
市役所及支所・出张所从12月23日（星期五）和

12月29日（星期四）～１月3日（星期二）止是公

休。在公休期间,有关申请结婚・离婚・出生・

死亡等登记事项,可以在市役所北门入口处的

｢假日夜间处理处｣办理申请手续。
→市役所 ℡775-5111／Fax775-9819

日语演讲会
上尾市国际交流协会（AGA）主办的日语演讲

会。由母语不是日语的人用日语演讲。想参加

的人,请用稿纸（5张，2000字以内）将演讲稿

写好后以电子邮件或传真送给AGA事务局。日

期：平成29年3月12日(星期日) 地点：コミュ

ニティセンター　定员：10人 报名截止：平

成29年1月10日(星期二)

→AGA事务局（市役所第三别馆1楼、星期一・

四・五　上午10点～下午4点）℡780-2468／
Fax775-9819  office@aga-world.com

详细情况请在以下机关询问
市民协动推进课　电话775-3548（英语或日语） 

传真775-9819或外国人询问窗口,每星期一,下

午1点～4点（汉语）。
「你好消息」（Hello Corner News）是上尾市外

国人咨询窗口每月为外籍市民发行的月报。向

您介绍在市内举行的各种活动及有关生活信

息。「你好消息」还登载在上尾市网页上,您可

以随时阅读。（您如果在市内居住,还可以申请

邮寄）

外国語情報コーナー
　今月は「平成28〜29年 年末年始の市の業務と休館日」（4ページ参照）と「日本語スピーチ参加
者」（22ページ参照）です。　※タイトル・内容は一部要約しています。

Closure during Year-end and New 
Year holidays
Ageo City Hall and its branch offices 
will be closed on December 23 (Fri) 
and from December 29 (Thu) through 
January 3 (Tue). During this period, 
notifications such as marriage, divorce, 
birth and death will be accepted at the 

“Kyujitsu-yakan-uketsuke / Holiday・
Evening Reception” which is located at 
the north entrance of City Hall.
→City Hal Tel775-5111／Fax775-9819
Speeches in Japanese
The Ageo Global Association (AGA) 
will hold an event for non-native 
speakers of Japanese to deliver a 
speech in Japanese. If you would like 
to participate in this event, please write 
your speech on manuscript paper (5 
sheets / 2,000 characters or less) and 
send them to the AGA Secretariat by 
email or fax. When: March 12 (Sun), 
2017.  Where: Community Center.  
Number: 10 people.  Application 
deadline: The applications must arrive 
no later than January 10 (Tue), 2017.
→AGA Secretariat (1F of City Hall 
Annex #3, 10:00 a.m.〜4:00 p.m. on 
Monday, Thursday and Friday)  Tel 
780-2468／Fax775-9819   office@aga-
world.com
For more information 
Please contact Shiminkyodosuishin-
ka (in English or Japanese) at 775-
3548 (Fax775-9819) or “Hello Corner” 
(counseling service for non-Japanese 
residents in English) held every Monday 
9:00 a.m.〜12:00 p.m. Hello Corner 
publishes a monthly newsletter called 

“Hello Corner News” to inform non-
Japanese residents of events in Ageo 
and tips on living in the city. It is posted 
on Ageo City website. (It will be sent to 
you by mail if you live in Ageo and wish 
to have it delivered to your house.) 

Folga de Final e Começo de Ano 
A prefeitura de Ageo e suas sucursais 
folgarão dias 23 (6a.feira) e 29 de 
dezembro (5a.feira) à 3 de janeiro 
(3a.feira). Durante este período, 
notificações tais como casamento, 
divórcio, nascimento e falecimento 
serão aceitos no “Kyujitsu-yakan-
uketsuke/ Recepção feriado・noturno” 
que está localizado na entrada norte 
da prefeitura. 
→Prefeitura de Ageo Tel775-5111／
Fax775-9819

Oratória em Língua Japonesa
Associação Global de Ageo (AGA) 
promove concurso de oratória em 
japonês para aqueles que não tem 
o japonês como língua materna.  
Estrangeiros interessados em participar 
deste concurso deverão fazer seu 
discurso em papel de manuscrito 
Genkouyoushi (máximo 5 folhas ou 
2.000 caracteres) e enviar para o 
escritório da AGA via e-mail ou fax 
até antes de 10 (3ª.feira) de janeiro de 
2017.
Data:  12 (domingo) de março de 2017.  
Local:  Community Center.  Vagas:  10 
pessoas.
→AGA jimu kyoku (Shiyakusho Dai 
3 Bekkan, térreo, 2as., 5as. e 6as.
feiras, 10h00〜16h00) 　Tel780-2468／
Fax775-9819  office@aga-world.com
Para maiores informações
Favor contactar Shiminkyodosuishin-ka 
(inglês／japonês) Tel775-3548／Fax775-
9819 ou a ̈ Hello Corner̈ (balcão de 
atendimento para estrangeiros). Consultas 
em português todas às 2as. feiras, de 
13h00〜16h00. A Hello Corner publica 
mensalmente o informativo Ḧello 
Corner News̈  em língua estrangeira 
onde poderão ser  encontrados 
informações gerais do cotidiano e 
eventos de nossa cidade. Ver o site da 
prefeitura de Ageo (para aqueles que 
residem em Ageo e quiserem receber o 
informativo em sua casa deverão fazer 
assinatura).

Servicios públicos durante las 
vacaciones del Fin de Año y del Año 
Nuevo
El Ayuntamiento de Ageo y sus oficinas 
municipales estarán cerrados  el 
viernes 23 de diciembre y desde el 29 
de diciembre (jueves) hasta el 3 de 
enero (martes) de 2017. Durante estos 
días, se aceptará la presentación de 
documentos tales como la declaración 
de matrimonio, divorcio, nacimiento o 
defunción, en la ventanilla “Kyujitsu-
yakan-uketsuke /ventani l la  de 
recepción” para los días festivos y fuera 
de horario, que está en la entrada norte 
de la municipalidad de Ageo. 
→Ayuntamiento de Ageo : Tel775-5111
／Fax775-9819
Discurso de idioma japonés
La Asociación Global  de Ageo 
(AGA) va a organizar un evento 
en que los residentes extranjerso 
cuya lengua materna no es japonés 
van a pronunciar un discurso en 

idioma japonés. Los interesados 
deberán mandar, por fax o por correo 
electrónico, el texto de discurso escrito 
en cuartilla Genkouyoshi (como 
máximo, 5 hojas o 2.000 caracteres) a la 
Secretaría de la AGA. Fecha: domingo, 
12 de marzo de 2017. Local: Community 
Center  Número de participantes: 10 
personas. Fecha límite de inscripción: 
martes, 10 de enero de 2017. 
→Secretaría de AGA (Ayuntamiento 
de Ageo, Daisan Bekkan. Horario de 
atención: lunes, jueves y viernes, 10:00 
a 16:00) Tel780-2468／Fax775-9819  
office@aga-world.com
Para más información
Sírvanse ponerse en contacto con 
Shiminkyodosuishin-ka en japonés o en 
inglés (Tel775-3548／Fax775-9819) o 
con "Hello Corner" (servicio de consulta 
para los residentes extranjeros en 
español) que tiene lugar todos los lunes, 
de 9 a 16hrs (de 12 a 13hrs descanso). 
Hello Corner publica la revista mensual 
"Hello Corner News" para los residentes 
extranjeros en español en la que podrán 
obtener informaciones varias tales como 
eventos, informaciones útiles para la 
vida cotidiana. Se pone en la página 
web de la Ciudad de Ageo. Y también 
se manda  por correo a los que la desee 
si vive en Ageo. 

English 英語

Português ポルトガル語

Español スペイン語

中文 中国語
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　大谷村は、10の近世村で構成され、
それぞれが氷川神社(地頭方村)、愛宕
神社(壱丁目村)、氷川神社(今泉村)、
神明神社(向山村)、熊野神社(大谷本
郷村)、愛宕神社(堤崎村)、稲荷神社
(中新井村)、氷川神社(戸崎村)、天神
社(西宮下村)、神明神社(川村)を鎮守
とし、現在もそのまま祀っている。
　明治40年代に行われた神社合祀
に際して、大谷村では大谷本郷の熊

野神社に53社が合祀されて「大谷神
社」を創建することになった。明治40

（1907）年の『神社移転合祀願』(大谷
村役場文書)などの記録が残ってい
る。しかし、村内の合意が得られず
に、最終的に合祀は行わなかった。合
祀後、大谷神社となる予定であった
熊野神社は、大谷小学校北側の住宅
地の中に、今も静かにたたずんでいる

（写真3）。

実現しなかった大谷神社

309

写真3	 大谷本郷の熊野神社

●

●

●

●

●
八合神社

橘神社

太平
中学校

平方小学校●
上尾橘高校

小泉

小敷谷

上野

大石支所

小敷谷保育所

西上尾第二団地

上尾道路

　

江
戸
時
代
の
文
化
・
文
政
期

（
１
８
０
４
年
か
ら
１
８
３
０
年
）

に
編
さ
ん
さ
れ
た『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』に
よ
る
と
、
市
域
は
46
カ

村
に
分
か
れ
て
お
り
、
234
社
の
神

社
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
明
治
に
な
る
と
、
政
府
は「
祭さ

い
せ
い政

一い
っ

致ち

」を
目
的
に
、
神
道
の
国
教
化

を
図
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
神
仏

習
合
思
想
の
解
体
を
行
い
、
僧
侶

が
神
社
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
や
、

仏
像
を
御
神
体
に
す
る
こ
と
、
神

社
に
仏
具
な
ど
を
置
く
こ
と
を
禁

じ
た
。
い
わ
ゆ
る「
神
仏
分
離
令
」

で
あ
る
。
さ
ら
に
朱し

ゅ

印い
ん

地ち

や
除じ

ょ

地ち

で
あ
っ
た
土
地
が
境
内
地
と
認
め

ら
れ
ず
接
収
さ
れ
る
寺
院
な
ど
も

あ
り
、
寺
院
の
統
廃
合
が
進
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
寺
院

の
支
配
を
受
け
て
い
た
神
社
が
独

立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
39（
１
９
０
６
）

年
、
政
府
は
神
職
も
常
置
せ
ず
、

祭さ
い

祀し

も
行
わ
れ
な
い
よ
う
な
体
裁

の
整
わ
な
い
小
規
模
な
神
社
は
、

崇す
う
け
い敬
の
実
が
上
が
ら
な
い
と
し
て

合ご
う

祀し

・
整
理
す
る
こ
と
を
勧
奨
し

た
。
こ
れ
は
当
時
、
神
社
に
対
し
、

公
費
か
ら
維
持
費
な
ど
を
支
出
し

て
い
た
た
め
、
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
も
目
的
と
し
て
い
た
。

　

市
域
で
は
、
主
に
当
時
の
町
村

単
位
で
神
社
合
祀
を
実
施
し
て
い

る
。
特
に
合
祀
が
進
ん
だ
平
方
村

で
は
、
明
治
40（
１
９
０
７
）年
に

旧
平
方
村
を
構
成
し
て
い
た
五
つ

の
村
の
鎮ち

ん
じ
ゅ守
と
、
そ
の
他
の
小

し
ょ
う

祠し

全
て
を
上
宿
の
氷
川
神
社
に
合
祀

し
、社
名
と
鎮
座
地
を
改
め「
橘
神

社
」を
創
始
し
た（
写
真
1
）。
こ
の

神
社
合
祀
を
行
っ
た
段
階
で
、
町

内
全
て
の
神
社
を
合
祀
で
き
た
の

は
平
方
村
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
年
、
大
石
村
で
も
村

域
を
構
成
し
て
い
た
、
小
泉
・
中

分
・
藤
波
・
井
戸
木
・
中
妻
・
沖

の
上（
現 

浅
間
台
）・
弁
財
・
小
敷

谷
・
畔
吉
・
領
家
の
10
地
域
の
鎮

守
の
う
ち
、
八
つ
の
鎮
守
を
小
泉

の
氷
川
神
社
に
合
祀
し
、「
八や

合ご
う

神

社
」と
し
た
。
こ
の
社
名
は
八
つ
の

村
の
鎮
守
を
合
祀
し
た
こ
と
に
由

来
す
る
。
八
合
神
社
の
境
内
に
は
、

大
正
10（
１
９
２
１
）年
に
建
て
ら

れ
た「
村
社
八
合
神
社
記
」と
い
う

石
碑
が
残
り
、
社
名
の
由
来
を
伝

え
て
い
る（
写
真
2
）。

　
た
だ
し
、
合
祀
を
終
え
た
社
殿

は
、
解
体
さ
れ
る
こ
と
な
く
信
仰

の
拠よ

り
所
と
し
て
、
地
域
に
残
っ

た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
な
か
に

は
、
菅
谷
の
氷
川
神
社
の
よ
う

に
、
戦
後
に
分
祀
し
て
、
地
域
に

戻
っ
た
神
社
も
あ
っ
た
。
村
の
鎮

守
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
人
々

の
生
活
と
密
着
し
て
い
る
も
の
で

あ
っ
た
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

神
社
の
動
向

〜
明
治
後
期
の
神
社
合
祀
〜写真2	八合神

社「村社八合神
社記」

写真1　橘神社
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10
月
16
日
、
市
民
体
育
館

で
大
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る

｢

コ
ミ
協
フ
ェ
ス
タ
in
大
谷

２
０
１
６｣

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
、晴
天
に
も
恵
ま

れ
市
内
外
か
ら
約
８
、５
０
０

人
が
来
場
。
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
で
は
、｢

キ
ラ
リ
☆
あ

げ
お
Ｐ
Ｒ
大
使｣

の
上
尾
メ

デ
ィ
ッ
ク
ス
の
選
手
た
ち
が

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー

ナ
ー
を
開
き
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
各
種
団
体

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行

わ
れ
、
幅
広
い
世
代
間
の
交

流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

お姉さんと一緒に楽しく体操

実演して指導する松田さん

バレーボールの楽しさを教える上尾メディックスの選手（左）

どもたちが主役

輪銅メダリストが直接指導 康を通じてまちの発展を

広い世代が交流

こどもの城10周年記念・来館者数200万人
達成記念式典

わくわくランド15周年記念イベント
松田丈志さんの水泳教室

｢上尾市・日本薬科大学の相互連携に関する協定｣
を締結

コミ協フェスタin大谷2016

子

五

幅

　

10
月
８
日
、
上
尾
市
役
所

で｢

上
尾
市
・
日
本
薬
科
大
学

の
相
互
連
携
に
関
す
る
協
定｣

締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
上
尾
市
と

日
本
薬
科
大
学
が
相
互
に
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
形
成
、
発
展
お
よ
び

人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

遠
藤
副
市
長
は｢

専
門
知

識
を
生
か
し
た
講
座
の
開
催

な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い｣

と
今
後
の
抱
負
を
語
り
、

同
大
学
の
丁て

い

宗む
ね

鐵て
つ

学
長
は

「
健
康
を
通
じ
て
ま
ち
の
発
展

に
貢
献
し
た
い｣

と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

丁・日本薬科大学長（左）と遠藤副市長

　

10
月
29
日
、
こ
ど
も
の
城

で
開
館
10
周
年
と
来
場
者

200
万
人
達
成
を
記
念
し
た
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
市
内
に
住
む
子
ど
も
と

保
護
者
ら
約
70
組
が
来
場
し
、

式
典
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
８
代
目

体
操
の
お
に
い
さ
ん
・
瀬
戸

口
清
文
さ
ん
に
よ
る｢
せ
と

ち
ゃ
ん
た
ち
と
ホ
ッ
プ
☆
ス

テ
ッ
プ
☆
ジ
ャ
ン
プ
！｣

に
参

加
し
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、ス
テ
ー
ジ

上
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

く
す
玉
割
り
や
、記
念
の
撮
影

会
を
す
る
な
ど
、子
ど
も
た
ち

が
主
役
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、健
康
プ
ラ
ザ
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
で
開
館
15
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、水

泳
教
室
が
開
催
さ
れ
、リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
・
松
田
丈た

け

志し

さ
ん
が
直
接

指
導
し
ま
し
た
。世
界
レ
ベ
ル

の
泳
力
を
目
の
当
た
り
に
し
た

20
組
の
親
子
か
ら
は｢

泳
ぎ
が

す
ご
く
速
く
て
か
っ
こ
い
い
」

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重

な
経
験
で
す｣

と
、
驚
き
と
喜

び
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
教
室
後
の
式
典
で
は
、松
田

さ
ん
か
ら
渡
さ
れ
た
銅
メ
ダ

ル
を
手
に
し
て
記
念
撮
影
を

す
る
な
ど
、参
加
者
に
忘
れ
ら

れ
な
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

健
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	広報あげお_2016_12_993_06
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	広報あげお_2016_12_993_20
	広報あげお_2016_12_993_21
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